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學習歷程如何影響日語學習者對生成式人工智慧之看法  

 

中澤一亮  

元智大學人文社會學院應用外語學系副教授  

 

摘要  

 

隨著近年生成式人工智慧（ A I）的迅速發展，語言教育

正快速地從傳統的電腦輔助語言學習（ C A L L）轉向 AI 的應用。

本研究以大學一年級至三年級的日語學習者為對象，旨在從學

習者背景去探討不同年級之學習者對以 C h a t G P T 為代表之生成

式 A I 工具應用於日語學習的認知，並分析其間的差異。研究透

過問卷調查不同年級學習者對 A I 的態度、使用意願及其背後

的影響因素，並以統計方法比較並檢驗不同日語經 歷的大學生

在日語學習歷程與日語能力上的差異，是否對其使用 A I 的認

知產生影響。研究結果發現，不同年級的學習者對於 A I 在日

語學習上的應用認知與使用意願有所差異，顯示日語學習者的

學習經驗與語言能力的高低對其 A I 使用態度具有顯著影響。

本研究結果可作為未來日語教育中 A I 應用與教學設計之重要

參考。  

 

關鍵詞：生成式人工智慧 (A I），學習歷程，看法  
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Rela t ionsh ips  Between  Learners ’  Percept ions  o f  

Generat ive  AI  Use  in  Japanese  Language  Learning  

and  Their  Length  o f  S tudy  

 

N a k a z a w a ,  K a z u a k i  

A s s o c i a t e  P r o f e s s o r ,  D e p a r t m e n t  o f  F o r e i g n  L a n g u a g e s  a n d  

A p p l i e d  L i n g u i s t i c s ,  Y u a n  Z e  U n i v e r s i t y  

 

A b s t r a c t  

 

    I n  r e c e n t  y e a r s ,  t h e  e m e r g e n c e  o f  g e n e r a t i v e  A I  h a s  

a c c e l e r a t e d  a  s h i f t  i n  l a n g u a g e  e d u c a t i o n  f r o m  t r a d i t i o n a l  C A L L  

t o  t h e  i n t e g r a t i o n  o f  A I  t e c h n o l o g i e s .  T h i s  s t u d y  a i m s  t o  e x a m i n e  

l e a r n e r s ’  p e r c e p t i o n s  o f  A I  t o o l s  l i k e  C h a t G P T  i n  t h e  c o n t e x t  o f  

J a p a n e s e  l a n g u a g e  l e a r n i n g ,  w i t h  a  p a r t i c u l a r  f o c u s  o n  

d i f f e r e n c e s  a c r o s s  a c a d e m i c  y e a r s .  A  s u r v e y  w a s  c o n d u c t e d  w i t h  

f i r s t -  t h r o u g h  t h i r d - y e a r  u n i v e r s i t y  s t u d e n t s  s t u d y i n g  J a p a n e s e  t o  

i n v e s t i g a t e  t h e i r  a t t i t u d e s  t o w a r d  A I  a n d  t h e i r  i n t e n t i o n s  t o  u s e  

i t .  T h e  f i n d i n g s  r e v e a l  s t a t i s t i c a l l y  s i g n i f i c a n t  d i f f e r e n c e s  i n  

p e r c e p t i o n s  a n d  w i l l i n g n e s s  t o  u s e  A I  a c r o s s  a c a d e m i c  y e a r s ,  

s u g g e s t i n g  t h a t  l e a r n e r s ’  J a p a n e s e  l a n g u a g e  l e a r n i n g  e x p e r i e n c e  

a n d  p r o f i c i e n c y  i n f l u e n c e  h o w  t h e y  i n t e r p r e t  t h e  r o l e  o f  A I  a n d  

e n g a g e  w i t h  A I  t e c h n o l o g i e s .  T h i s  r e s e a r c h  o f f e r s  v a l u a b l e  

i n s i g h t s  f o r  t h e  d e v e l o p m e n t  o f  e f f e c t i v e  p e d a g o g i c a l  s t r a t e g i e s  

a n d  i n s t r u c t i o n a l  a p p r o a c h e s  i n v o l v i n g  A I  i n  J a p a n e s e  l a n g u a g e  

e d u c a t i o n .  

 

K e y w o r d s： G e n e r a t i v e  A r t i f i c i a l  I n t e l l i g e n c e  ( A I ) ,  P e r c e p t i o n s ,  

L e a r n i n g  E x p e r i e n c e  
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日本語学習における生成 AI 利用に対する学習者の  

受け捉え方と学習期間の相関  

 

中 澤 一 亮  

元 智 大 学 人 文 社 会 学 部 応 用 外 国 語 学 科 准 教 授  

 

要 旨  

 

近年、生成 A I の登場により言語教育は C A L L から A I 活用

へと急速に移行しつつある。本研究は、C h a t G P T を代表とする

A I ツールの日本語学習への利用に対する学習者の認識を、 学

年 別 に 調 査 す る こ と を 目 的 と し た 。 調 査 で は 、 大 学 一 年 生 か

ら 三 年 生 ま で の 日 本 語 学 習 者 を 対 象 に ア ン ケ ー ト を 実 施 し 、

各 学 年 の 学 生の A I に 対 す る 態 度 や 利 用 意 志 を 明 ら か に し た。

ま た 、 大 学 に お け る 日 本 語 学 習 歴 の 違 い が 認 識 に 影 響 を 与 え

て い る か を 統 計 的 に 比 較 ・ 検 証 し た 。 分 析 結 果 か ら 、 学 年 に

よ っ て 日 本 語 学 習 へ の A I 利 用 の 認 識 や 利 用 意 志 に 統 計 的 有

意 差 が 見 ら れ 、学 習 者 の 日 本 語 学 習 経 験 値 や 能 力 レ ベ ル が A I

利 用 の 受 け 捉 え 方 に 影 響 を 及 ぼ し て い る こ と が 示 唆 さ れ た 。

本 研 究 は 、 日 本 語 教 育 に お け る A I 利 用 法 や 指 導 法 を 考 え る

う え で 重 要 な 知 見 を 提 供 す る 。  

 

キ ー ワ ー ド ： 生 成 A I・ 日 本 語 学 習 期 間 ・ 受 け 捉 え 方   
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日本語学習における生成 AI 利用に対する学習者の受

け捉え方と学習期間の相関  

 

中 澤 一 亮  

元 智 大 学 人 文 社 会 学 部 応 用 外 国 語 学 科 副 教 授  

 

1 .  は じ め に  

近 年、言 語 教 育 に お け る 様 々 な 状 況 が 急 速 に 変 化 し て い る 。

そ の 要 因 の 一 つ は 、生 成 A I（ A r t i f i c i a l  I n t e l l i g e n c e , 以 下 A I 1）

の 出 現 で あ り 、現 在 言 語 教 育 が コ ン ピ ュ ー タ 支 援 言 語 学 習（ 以

下 C A L L）か ら A I へ と 移 行 す る 過 渡 期 に あ る と 言 っ て も 過 言

で は な い （ C h u ,  W a n g ,  &  C h e n ,  2 0 2 3） 。 中 で も 、 対 話 型 A I

「 C h a t G P T（ C h a t  G e n e r a t i v e  P r e - t r a i n e d  T r a n s f o r m e r）」は 、人

間 の よ う に ユ ー ザ ー と 自 然 な 対 話 が で き る だ け で は な く 、 ユ

ーザーのニーズに沿った文章や詩、歌詞等の生成や、複数の外

国語にも対応できる。様々な分野から注目を集めると同時に、

学 生 が レ ポ ー ト や 課 題 の た め に 使 用 す る 学 術 的 不 正 行 為 の 可

能 性（ G o o d w i n - J o n e s ,  2 0 2 2）や 倫理 問 題（ C h o m s k y ,  2 0 2 3）が

懸念されている。しかし、このようなテクノロジーによる学習

支援は、M S  Wo r d の自動スペル・文法チェック機能をはじめ、

G o o g l e  T r a n s l a t e、英 語 の G r a m m a r l y 等 多 岐 に渡 る 。教 師 が 直

接 学 生 の 利 用 の 有 無 を 確 認 で き る 教 室 の よ う な 環 境 で あ れ ば 、

C h a t G P T 等 の A I ツ ー ル の 利 用 制 限 は 可 能 だ が、教 室 外 や 自 宅

に お け る 学 習 活 動 で は 、 学 校 や 教 師 が 学 生 の 利 用 を 完 全 に 把

握 ・ 制 限 す る の は ほ ぼ 不 可 能 で 、 学 生 が 利 用 す る こ と を 前 提

に 授 業 内 容 や 課 題 を 考 え る べ き で あ る （ 三 石 , 2 0 2 4） 。  

近 年 、 「 各 個 人 の 興 味 に 基 づ き 、 教 師 に よ る 評 価 を 受 け ず

 

1  紙 幅 制 限 を 考 慮 し 、 本 稿 で は 「 生 成 A I」 を 「 A I」 と 表 記 す る 。  
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自 主 的 に 行 わ れ る イ ン フ ォ ー マ ル デ ジ タ ル 環 境 に お け る 英 語

学 習 活 動 」（ L e e  &  L e e ,  2 0 2 1 ,  p .  3 5 9 2）と 定 義 さ れ る イ ン フ ォ

ー マ ル 3 デ ジ タ ル 英 語 学 習 （ I n f o r m a l  D i g i t a l  L e a r n i n g  o f  

E n g l i s h ;以 下 I D L E） の 概 念 も 注 目 を 集 め て い て 、 余 暇 に 行 う

オ ン ラ イ ン ゲ ー ム や Y o u T u b e 動 画 視 聴 と い っ た イ ン フ ォ ーマ

ル デ ジ タ ル 活 動 が 、 言 語 能 力 の 向 上 や 情 意 的 学 習 効 果 を も た

ら す こ と が 報 告 さ れ て い る（ L i u ,  D a r v i n ,  &  M a ,  2 0 2 4）。A I の

登 場 で 教 室 外 で も 様 々 な 学 習 機 会 が 生 み 出 さ れ て い る が 、 学

習 者 が 教 室 外 で 学 習 す る 際 に 使 用 す る テ ク ノ ロ ジ ー ツ ー ル は 、

学 習 者 の 言 語 学 習 ビ リ ー フ（ b e l i e f）と 関 連 が あ る（ L a i ,  2 0 1 9）。

こ の 言 語 学 習 ビ リ ー フ は 、 以 前 は 静 的 ・ 固 定 的 な も の と 考 え

ら れ て い た が 、 最 近 の 研 究 で は 動 的 な も の で 様 々 な 要 因 に 影

響 さ れ 変 化 す る も の で あ る こ と が 明 ら か に な っ て い る

（ A m u z i e  &  W i n k e ,  2 0 0 9）。そ の た め 、日 本 語 学 習 期 間 や 日 本

語 能 力 レ ベ ル に よ っ て 、 テ ク ノ ロ ジ ー ツ ー ル に 対 す る 考 え や

態 度 も 異 な る 可 能 性 が あ る 。 つ ま り 、 日 本 語 を 長 期 間 学 習 し

て い て 日 本 語 能 力 レ ベ ル が 比 較 的 高 い 学 習 者 と 、 ま だ 短 期 間

し か 学 習 し て い な い 初 級 レ ベ ル 学 習 者 の 間 で 、A I に 対 す る 認

識 が 異 な る 可 能 性 が 考 え ら れ る 。 そ し て 、 差 異 が あ る の で あ

れ ば 、 学 習 者 の 日 本 語 学 習 期 間 や レ ベ ル に よ っ て 教 師 は 指 導

方 法 を 当 然 調 整 す る 必 要 が あ る 。  

そこで、本研究では、言語学習への A I 利用という新たに注

目を集める研究領域において、学習者はどのような認識を持ち 、

教師はどのように学習者の A I 利用を指導すべきなのか、日 本

語 教 師 と し て 筆 者 が 抱 く 疑 問 に 基 づ く 課 題 探 求 型 研 究（ 柳 瀬 , 

2 0 0 8） と し て 、 二 つ の 研 究 課 題 を 明 ら か に す る 。  

 

2  筆 者 に よ る 英 語 か ら 日 本 語 へ の 訳  

3  本 稿 で の 「 イ ン フ ォ ー マ ル 」 と は 、「 学 校 や 塾 と い っ た 教 育 機 関 の

授 業 で の 学 習 」 の 反 対 の 意 味 で 、 授 業 以 外 の 空 き 時 間 に 教 師 が 介 在 せ

ず 学 習 者 個 人 の 興 味 に 応 じ て 言 語 を 学 ぶ こ と を 意 味 す る 。  
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1） 各 学 年 の 日 本 語 学 習 者 は A I を 日 本 語 学 習 に 利 用 す る こ

と を ど の よ う に 認 識 し て い る の か 。  

2） 大 学 に お け る 日 本 語 学 習 期 間 に よ っ て 、 （ 1） の 結 果 に

統 計 的 有 意 差 が 見 ら れ る の か 。  

 

2 .  先 行 研 究  

2 . 1 言 語 教 育 に お け る A I  

近年、 AI は高等教育で変革的な力として台頭して きていて

（ Far re l ly  & Baker ,  2023）、語学教育への AI 応用は急速に進み、

教 育 者 に と っ て は 新 た な 機 会 と 課 題 が 浮 き 彫 り に な っ て き て

い る（ K o h n k e ,  M o o r h o u s e ,  &  Z o u ,  2 0 2 3）。そ の A I の 一 つ で 特

に 注 目 さ れ て い る ツ ー ル に「 C h a t G P T」が 挙 げ ら れ る 。O p e n A I

社 が 開 発 し 、2 0 2 2 年 1 1 月 末 に 公 開 さ れ た 生 成 A I チ ャ ッ ト ボ

ッ ト で 、 ユ ー ザ ー と の 対 話 で 自 然 な 文 章 を 生 成 で き る 。 こ の

よ う な A I は 、 ワ ー ド プ ロ セ ッ サ ー 以 来 の 最 大 の 作 文 革 命 を

も た ら す と 予 見 さ れ て い た （ F l o r i d i  &  C h i r i a t t i , 2 0 2 0） 。 実

際 に 現 在 で は、例 え ば 、 M S  O u t l o o k の よ う な メ ー ル ソ フ ト で

ユ ー ザ ー が 入 力 し た 言 葉 か ら 続 き を 自 動 的 に 表 示 し 文 章 を 完

成 さ せ る ア シ ス ト 機 能 も 見 ら れ る 。  

C h a t G P T は 、 各 学 習 者 に 応 じ た 複 雑 な 学 習 体 験 を 提 供 で き

る 可 能 性 を 秘 め て い て 、 様 々 な 教 育 活 動 、 評 価 、 コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン 、 フ ィ ー ド バ ッ ク の メ カ ニ ズ ム を 包 含 し て い る

（ M e m a r i a n  &  D o l e c k ,  2 0 2 3） 。 そ の た め 、 作 文 の 補 助 を す る

と い う よ り は む し ろ 、 ユ ー ザ ー の た め に 作 文 を し て く れ る と

言 っ た 方 が 的 確 で あ り 、 教 育 現 場 で 用 い ら れ る と 大 き な 問 題

に な り 得 る （ G o o d w i n - J o n e s ,  2 0 2 2） と 危 惧 さ れ て い る 。 こ の

よ う な A I の 教 育 へ の 革 新 的 な 影 響 は 明 ら か で あ る 一 方 で 、

特 に 剽 窃 、 （ 結 果 に 対 す る ） 説 明 責 任 、 プ ラ イ バ シ ー 等 に 関

す る 大 き な 懸 念 も 生 じ て い る （ M e m a r i a n  &  D o l e c k ,  2 0 2 3） 。  
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先 行 研 究 で は 、 C h a t G P T に 関 して 、 様 々 な 側 面 か ら 研 究 が

な さ れ て い る 。 例 え ば 、 E y ü p  &  K a y h a n（ 2 0 2 3） の 研 究 で は、

ト ル コ 語 教 育 を 専 門 と す る 教 員 志 望 の 学 生 の A I に 対 す る態

度 を 調 査 し 、 学 習 場 面 へ 効 果 的 に 取 り 入 れ る た め の 不 安 の 抑

制 と 肯 定 的 認 識 の 育 成 が 重 要 で あ る と 強 調 し て い る 。同 様 に、

F a r r e l l y  &  B a k e r（ 2 0 2 3）は 、 A I が 高 等 教 育 に お い て 持 つ 革 新

的 な 可 能 性 を 認 識 し 、 そ の 導 入 に お い て は 公 平 な ア ク セ ス と

倫 理 的 に 熟 慮 す る こ と が 重 要 で あ る と 述 べ て い る 。  

R i y a d i n i  &  T r i a s t u t i（ 2 0 2 3）は 、言 語 教 師 の 受 け 捉 え 方 を 調

査 し 、 教 師 が 感 じ る A I の 利 点 と 懸 念 の 両 方 を 明 ら か に し て

い る 。 教 師 は 教 案 作 成 の 効 率 を 向 上 で き る 可 能 性 や 、 学 習 者

へ の 言 語 イ ン プ ッ ト の 機 会 を よ り 多 く 提 供 で き る 可 能 性 を 認

識 し て い る 。 そ の 一 方 で 、 正 確 性 、 信 頼 性 、 お よ び テ ク ノ ロ

ジ ー へ の 過 度 の 依 存 に 関 す る 懸 念 も 明 ら か と な っ て い る 。  

一 方 、学 習 者 視 点 か ら 張・中 田（ 2 0 2 4）は 、日 本 の 四 大 学 で

中 国 語 を 学 習 す る 学 生 を 対 象 に 、 C h a t G P T 利 用 頻 度 や 認 識 に

つ い て ア ン ケ ー ト 調 査 を 行 っ た。そ の 結 果、皆 C h a t G P T の存

在 は 知 っ て い る が 、 中 国 語 学 習 に 実 際 に 利 用 し た こ と が あ る

学 生 は 僅 か 1 8 名（ 5 . 6 %）に 留 ま っ た 。そ の う ち 7 名 は 、翻 訳

の た め に C h a t G P T を 利 用 し て い る と 回 答 し た 。 し か し 、

C h a t G P T が 生 成 し た 文 を そ の ま ま 利 用 す る 者 は ほ と ん ど おら

ず 、 学 習 に 取 り 入 れ る 前 に 内 容 を 評 価 す る 傾 向 が 見 ら れ た 。

ま た 、 半 数 以 上 の 学 生 は 、 C h a t G P T の 利 用 方 法を 学 ぶ こ と に

肯 定 的 態 度 を 示 し た が 、A I が 出 現 し て も 言 語 学 習 の 必 要 性を

感 じ て い る こ と も 明 ら か と な っ た 。張・中 田 は 、A I に 関 す る

研 究 の 多 く が 「 教 授 者 側 の 視 点 か ら 行 わ れ て お り 、 学 習 者 の

視 点 に 基 づ く 研 究 は 決 し て 多 く な い よ う に 思 わ れ る 」（ p . 3 8）

と 、 学 習 者 視 点 の 研 究 の 必 要 性 を 訴 え て い る 。  
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C h u n（ 2 0 1 9） も 、 A I 時 代 に お け る L 2 教 育 を 進 展 さ せ る た

め に は 、 言 語 教 師 は 技 術 革 新 が も た ら し た も の だ け で な く 、

学 習 者 が A I ツ ー ル の 教 育 的 可 能 性 を ど の よ う に 認 識 し 、 自

身 の 具 体 的 な 目 標 達 成 に ど の よ う に 役 立 つ か を 考 慮 す る 必 要

が あ る と 強 調 し て い る 。し か し 、学 生 が A I 技 術 を ど の よ う に

認 識 し 、自 律 的 且 つ 効 果 的 に 活 用 し て い る か に 関 す る 研 究 は 、

英 語 教 育 で も 依 然 と し て 十 分 で は な く (L i u ,  D a r v i n ,  &  M a ,  

2 0 2 4)、 日 本 語 教 育 に お い て も 同 様 の こ と が 言 え る 。  

2 . 2 日 本 語 教 育 に お け る A I 

台 湾 の 日 本 語 教 育 で は 、 淡 江 大 学 村 上 春 樹 研 究 セ ン タ ー が

2 0 1 9 年 か ら 毎 年「 A I と 日 本 語 教 育 」を 主 題 とし 、シ ン ポ ジ ウ

ム を 主 催 し て い る 。 2 0 2 5 年 4 月 に は 「 第 8 回 A I と 日 本 語 教

育 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 」 が 開 催 さ れ 、 最 新 の 研 究 が 発 表 さ れ た

が 、様 々 な A I 翻 訳 ツ ー ル の 比 較 や A I ツ ー ル の 授 業 へ の 応 用

方 法 検 討 、 教 師 主 導 の A I ツ ー ル を 利 用 し た 実 践 研 究 が ほ と

ん ど で 、 学 習 者 視 点 か ら の 研 究 は 非 常 に 数 が 限 ら れ て い る 。

そ の 一 つ 、中 澤（ 2 0 2 5）は 授 業 外 で の 自 主 的 日 本 語 学 習 に A I

ツ ー ル を 利 用 す る こ と を 奨 励 し 、 学 期 始 め と 終 わ り で 、 学 習

自 律 性 の 認 識 に ど の よ う な 変 化 が 見 ら れ る の か を 調 査 し た 。

t 検 定 を 用 い た 統 計 分 析 結 果 か ら 、 自 律 的 学 習 態 度 に 統 計 的

有 意 差 が 見 ら れ た と 報 告 し て い る 。そ のた め 、授 業 外 で の A I

ツ ー ル 利 用 は 、 学 習 者 の 自 律 性 向 上 に 役 立 つ 可 能 性 が あ る と

報 告 し て い る 。  

ま た 、王（ 2 0 2 4）は「 日 本 事 情」、「 日 本 語（一 ）」、「 日

本 語（ 二）」授 業 を 履 修 す る 学 生 を 対 象 に 、 A I 使 用 状 況 や 使

用 意 図 に 関 す る 調 査 を 行 っ た 。授 業 の 課 題 に C h a t G P T を 利用

し た 履 修 者 数 は 、 一 割 前 後 と 少 数 で あ っ た こ と が 明 ら か と な

っ た 。 し か し 、 そ れ 以 外 の 文 作 り と い っ た ア ウ ト プ ッ ト の た

め の 使 用 意 図 は 低 く は な い こ と が 分 か っ た 。ま た 、U T A U T モ
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デ ル の 各 要 因 に 対 し 、学生 が 肯 定 的 な 評 価 を し た 場 合 、A I 利

用 は 止 め ら れ な い と 警 鐘 を 鳴 ら し て い る 。  

そ し て 、潘（ 2 0 2 3）は 、初 級 レ ベ ル 日 本 語 学 習 者 に A I チ ャ

ッ ト ボ ッ ト を 利 用 し て 会 話 タ ス ク に 取 り 組 ま せ た 後 、 授 業 参

加 者 の 反 応 を ア ン ケ ー ト で 収 集 し た 。 そ の 結 果 、 学 習 者 は ス

ピ ー キ ン グ 以 外 の 語 彙 や 文 法 、 読 解 、 タ イ ピ ン グ の 学 習 に チ

ャ ッ ト ボ ッ ト が 役 立 つ と 認 識 し て い る こ と が 分 か っ た 。ま た、

学 習 者 は チ ャ ッ ト ボ ッ ト に す ぐ に 返 事 を し な く て も い い た め 、

不 安 を 軽 減 で き 自 己 効 力 感 を 高 め る 利 点 も 見 ら れ た 。最 後 に、

チ ャ ッ ト ボ ッ ト 利 用 に よ り 、言 語 使 用 へ の 気 付 き が 促 進 さ れ、

ア ウ ト プ ッ ト の 機 会 が 増 え た た め 、 会 話 授 業 へ 導 入 す る と 言

語 知 識 と ス キ ル を 活 性 化 す る こ と に 役 立 つ と 結 ん で い る 。 潘

の 研 究 は 、 実 際 に 学 習 者 の A I チ ャ ッ ト ボ ッ ト 利 用 後 の 認 識

を 報 告 し て い る た め 非 常 に 興 味 深 い が 、 初 級 の 学 生 の み が 対

象 で あ り 、 日 本 語 能 力 が 高 い 学 年 の 学 習 者 が A I 利 用 を どの

よ う に 受 け 捉 え る か は 報 告 さ れ て い な い 。  

以 上 の 先 行 研 究 か ら も 分 か る よ う に 、A I ツ ー ル 利 用 は 日 本

語 学 習 に 好 影 響 を 与 え る 可 能 性 が あ る 。賴（ 2 0 2 2）は 、 A I と

い う 先 端 テ ク ノ ロ ジ ー を 禁 止 ・ 使 用 回 避 す る の で は な く 、 教

具 と し て 日 本 語 教 育 に 役 立 て る べ き だ と 提 案 し 、 重 要 な の は

A I の 技 能 を 把 握 し 、そ れ を 活 か す よ う 試 行 錯 誤 す る こ と だ と

強 調 し て い る 。 学 習 者 が 教 室 外 で 言 語 学 習 す る 際 に 使 用 す る

テ ク ノ ロ ジ ー ツ ー ル は 、 学 習 者 の 言 語 学 習 ビ リ ー フ と 関 連 が

あ り （ L a i ,  2 0 1 9） 、 日 本 語 学 習 期 間 や 日 本 語 能 力 レ ベ ル によ

っ て 、 テ ク ノ ロ ジ ー ツ ー ル に 対 す る 考 え や 態 度 も 異 な る 可 能

性 が あ る 。しか し 、管 見 で は、異 な る 学 年 の 学 習 者 の A I ツ ー

ル に 対 す る 認 識 を 比 較 し た 先 行 研 究 が 見 ら れ な い 。  
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3 .  本 研 究  

本 研 究 で は 大 学 一 年 生 か ら 三 年 生 ま で の 各 学 年 の 学 生 間 で 、

日 本 語 学 習 へ の A I 利 用 に 対 す る 認 識 に 差 が 見 ら れ る の か 二

つ の 研 究 課 題 （ p . 6 1 参 照 ） を 探 っ て い く 。  

3 . 1 研 究 協 力 者  

台 湾 北 部 の 私 立 大 学 で 2 0 2 4-2 0 2 5 学 年 度 一 学 期 目 （ 1 1 3 1）

に 応 用 外 国 語 学 科 開 講 の 日 本 語 授 業 を 履 修 し て い た 一 年 生 か

ら 三 年 生 を 対 象 と し た 。 筆 者 の 授 業 を 受 け て い た 学 年 の 場 合

は 研 究 協 力 を 直 接 依 頼 し 、受け て い な い 場 合 は E メ ー ル で 協

力 を 呼 び か け た 。 そ の 結 果 、 一 年 生 6 5 名 、 二 年 生 6 0 名 、 三

年 生 4 6 名 が 研 究 協 力 に 同 意 し 、 ア ン ケ ー ト に 回 答 し た 。  

3 . 2 ア ン ケ ー ト  

ア ン ケ ー ト は 、 同 様 の 研 究 課 題 を 調 査 し た 先 行 研 究 （ C h a n  

&  H u ,  2 0 2 3）を 参 考 に 本 研 究 課 題 を 究 明 す る た め 調 整 を 加 え 、

オ ン ラ イ ン で 回 答 で き る よ う G o o g l e  F o r m を 用 い て 作 成 し た 。

2 0 項 目 は 5 段 階 リ ッ カ ー ト 尺 度 を 用 い て 回 答 し 、他 4 項 目は

自 由 記 述 回 答 で 、計 2 4 項 目 あ っ た 。全て の 項 目 は 、台 湾 で 用

い ら れ て い る 中 国 語 で 記 さ れ て い て 、 自 由 記 述 回 答 も 全 て 中

国 語 で 回 答 し て も ら っ た 。 中 国 語 は 、 博 士 号 を 持 つ 大 学 教 員

が 正 確 さ を 確 認 し た 。 因 み に 、 本 研 究 で は ア ン ケ ー ト を 用 い

て 学 習 モ チ ベ ー シ ョ ン や 自 律 性 と い っ た 構 築 さ れ た 概 念

（ c o n s t r u c t）を 測 定 す る の で は な く 4、日 本 語 学 習 者 が C h a t G P T

の よ う な 新 し い A I ツ ー ル を ど の よ う に 受 け 捉 え て い る の か

を 探 求 的 に 把 握 す る 試 み （ 柳 瀬 ,  2 0 0 8） で あ る 。  

3 . 3 デ ー タ 収 集 と 分 析  

2 0 2 4-2 0 2 5 学 年 度 一 学 期 目 に 応 用 外 国 語 学 科 所 属 の 一 年生

全 員 と 三 年 生 の 一 部 は 筆 者 の 授 業 を 履 修 し て い た た め 、 第 一

 
4   2 0 2 3 - 2 0 2 4 学 年 度 に ア ン ケ ー ト の パ イ ロ ッ ト テ ス ト を 行 い 必 要 な 修

正 を 加 え た 。  
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週 目 に 授 業 内 で 研 究 協 力 を 呼 び か け 5、同 意 し た 学 生 が 自 分 の

ス マ ー ト フ ォ ン か ら オ ン ラ イ ン で ア ン ケ ー ト に 回 答 し た 。 筆

者 が 担 当 し た 授 業 を 履 修 し て い な か っ た 二 年 生 と 三 年 生 の 一

部 に は 、研 究 協 力 の E メ ー ル を 送 信 し 、同 意 し た 学 生 が オン

ラ イ ン で ア ン ケ ー ト に 回 答 し た 。 ま ず 、 研 究 課 題 1 を 明 らか

に す る た め 、 収 集 さ れ た デ ー タ は 、 要 約 統 計 を 用 い て リ ッ カ

ー ト 尺 度 法 の 回 答 分 布 を 分 析 し た 。 研 究 課 題 2 は 、 三 学 年間

に 統 計 的 有 意 差 が 認 め ら れ る か 否 か 分 散 分 析（ A N O V A）を用

い て 統 計 的 に 分 析 す る 。 三 学 年 か ら の デ ー タ 間 で 有 意 差 が 認

め ら れ れ ば 、 学 習 者 の 受 け 捉 え 方 が 学 年 に よ っ て 異 な っ て い

る こ と に な る 。統 計 ソ フ ト は S P S S を 用 い 、有 意 水 準 は p  <  . 0 5

と し た 。 自 由 記 述 回 答 デ ー タ は 、 K H C o d e r  3 を 用 い て 共 起ネ

ッ ト ワ ー ク 分 析 し た が 、 計 量 テ キ ス ト 分 析 は 機 械 的 処 理 の結

果のため、全てのサブグラフに意味があるとは限らない（樋口 , 

2 0 2 0） 。 そ こ で 、 表 出 回 数 が 多 い 語 彙 を 含 み 、 研 究 課 題 へ の

答 え と な る 特 徴 的 な も の に つ い て 言 及 す る 。 次 章 で は 、 リ ッ

カ ー ト 尺 度 法 回 答 の 要 約 統 計 結 果 と 分 散 分 析 結 果 、 自 由 記 述

回 答 の 共 起 ネ ッ ト ワ ー ク 分 析 結 果 を 報 告 し 考 察 を 加 え 、 第 5

章 で は 教 育 的 示 唆 を 論 じ る 。  

 

4 .結 果 と 考 察  

4 . 1 ア ン ケ ー ト 要 約 統 計 結 果 と 考 察  

研 究 課 題 1「 各 学 年 の 日 本 語 学 習 者 は A I を 日 本 語 学 習 に 利

用 す る こ と を ど の よ う に 認 識 し て い る の か 」 を 明 ら か に す る

た め に 、リ ッ カ ー ト 尺 度 法 回 答 の 要 約 統 計 結 果 を 提 示 す る（ 表

1 参 照 ） 。 研 究 協 力 者 の 「 1 .日 本 語 学 習 に 対 す る 興 味 の 程 度」

を 見 て み る と、三 年 生（ 4 . 2 6）、一 年 生（ 4 . 1 2）、二 年 生（ 3 . 9 8）

 

5  一 年 生 の 初 級 日 語 會 話 二 を 再 履 修 し て い た 二・三 年 生 は 除 い て あ る 。 
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の 順 に 興 味 が 低 く な っ て い る こ と が 分 か る 。 三 年 生 は 回 答 最

小 値 が 3 で 最 大 値 が 5 で あ っ た の に 対 し 、 二 年 生 は 最 小 値 が

1 で最 大 値 が 5 で あ っ た 。 つ ま り 、 日 本 語 学 習 に 対 す る 興味

に 二 年 生 の 学 生 の 間 で は 大 き な 幅 が あ る こ と を 意 味 し て い る 。

三 学 年 全 体 の 平 均 値 は 4 . 1 1 と 、学 習 に 対 し て 比 較 的 高 い 興味

を 持 っ て い る こ と が 分 か る 。  

次 に 、「 2 . A I の 使 用 経 験 」と「 3 .宿 題 ・ 課 題 の た め の 利 用

経 験 」を 見 る と 、共 に 三 年 生（ そ れ ぞ れ 3 . 5 0 と 3 . 4 6）、一 年

生（ 3 . 0 8 と 2 . 8 3）、二 年 生（ 2 . 3 7 と 2 . 0 3）の 順 に 頻 度 が 低 く

な っ て い る こ と が 分 か っ た 。 一 年 生 と 二 年 生 で は 回 答 最 小 値

が 1 で あ っ た の に 対 し 、 三 年 生 で は 2 で 平 均 値 は 最 高 頻 度 を

示 し て い る 。三 学 年 全 体 の 平 均 値 は 2 . 9 4 と 2 . 7 2 で あ っ た 。や

はり、三年生は大学での日本語学習期間が最長で、 A I を使用

する機会が多かったことが影響していると考えられる。また、

二 年 生 が 最 低 頻 度 を 示 し て い る が 、 以 下 で 提 示 す る 項 目

「 1 2 . A I が 日 本 語 学 習 に 悪 影 響 を 与 え る と 思 う 」 に 対 し て 三

学 年 の 中 で 最 も 同 意 を 示 し て い る た め 、A I に 対 し て 最 も 否定

的 な 態 度 を 持 っ て い る こ と が 影 響 し て い る 。  

筆 者 の 経 験・観 察 か ら、 A I を 既 に 使 用 し て い る 学 生 は 少 な

く な い と は 予 想 し て い た が 、 大 学 で の 日 本 語 学 習 期 間 の 長 い

三 年 生 が 他 の 二 学 年 と 比 較 し 頻 繁 に A I を 使 用 し て い る 現 状

が 明 ら か と な っ た 。 各 種 メ デ ィ ア で 取 り 上 げ ら れ 注 目 を 集 め

る A I で あ る た め 、 日 本 語 学 習 者 も 興 味 を 惹 か れ 試 用 し て み

る の は 当 然 で あ る 。Y o u T u b e で は 、様 々 な 言 語 の学 習 へ の A I

利 用 を 紹 介 す る 動 画 も 散 見 さ れ 、 本 研 究 協 力 者 も 目 に し た こ

と が あ る 可 能 性 も 考 え ら れ る 。 こ の 結 果 か ら 、 イ ン フ ォ ー マ

ル デ ジ タ ル 環 境 に お け る 日 本 語 学 習 の た め の A I 使 用 禁 止は

現 実 的 で は な く 、 禁 止 を 強 制 す る こ と で 学 習 者 の モ チ ベ ー シ

ョ ン や 学 習 意 欲 低 下 に つ な が る 可 能 性 さ え 考 え ら れ る 。  
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次 に A I は 言 語 学 習 の ど の 側 面 に 役 立 つ と 認 識 し て い る か

(項 目 4 か ら 1 1)は 、三 学 年 全 体 の 回 答 平 均 値 が 高 い 順 に 文法

（ 3 . 6 0）、語 彙（ 3 . 5 6）、作 文（ 3 . 5 4）、読 解（ 3 . 4 6）、日 本

語 の タ イ ピ ン グ（ 3 . 1 6）、ス ピ ー キ ン グ（ 2 . 7 0）、聴 解（ 2 . 6 7）、

発 音（ 2 . 5 0）と な っ た 。中 国 語 や 日 本 語 で 知 り た い 語 彙 や 助 け

が 必 要 な 文 法 項 目 等 を 入 力 し A I か ら の 回 答 を 得 る た め 、 文

法 や 語 彙 、 作 文 、 読 解 と い っ た 側 面 の 学 習 に 役 立 つ と 感 じ て

い る の だ ろ う 。 そ し て 、 ス ピ ー キ ン グ や 聴 解 ・ 発 音 の 前 に 、

タ イ ピ ン グ が 高 い 平 均 値 を 示 し て い る の も 大 変 興 味 深 い 。 A I

ツ ー ル は 主 に タ イ プ し て 利 用 す る こ と が 多 い た め 、 こ の よ う

な 結 果 に な っ た と 考 え ら れ る。し か し 、A I ア プ リ の ス ピ ー キ

ン グ・モ ー ド を 利 用 す れ ば 、音 声 で 入 力・出 力 も 可 能 に な る 。

そ の た め 、A I 利 用 が 発 音・聴 解・ス ピ ー キ ン グ 学 習 に は 役立

た な い と の 認 識 を 示 す 回 答 平 均 値 の 低 さ は 、 や は り 、 学 生 は

A I の 長 所・短 所 や 適 切 な 利 用 方 法 を し っ か り と 理 解 し て いな

い こ と を 示 し て い る 。 賴 （ 2 0 2 2） が 強 調 し て い た よ う に 、 教

師 は A I の 長 所 を 活 か し た 利 用 方 法 を 探 り 、 そ れ を 学 生 に 紹

介 す る 必 要 が あ る と 言 え る 。  

着 目 す べ き は 、 一 年 生 で あ る 。 何 故 な ら 、 全 て の 側 面 に 対

す る 彼 ら の 回 答 平 均 値 が 三 学 年 の 中 で 一 番 高 く 、A I 利 用 が 日

本 語 の 様 々 な 側 面 の 学 習 に 助 け と な る と 認 識 し て い る こ と を

示 し て い る 。 大 学 で の 日 本 語 学 習 経 験 が 最 短 で 、 日 本 語 能 力

レ ベ ル も 低 い こ と が 影 響 し て い る と 言 え る 。 日 本 語 を 学 習 し

た こ と が な い 多 く の 一 年 生 に と っ て は 、A I ツ ー ル が 提 示 する

情 報 は 未 知 の も の で あ り 、 正 誤 を 自 身 で 判 定 す る こ と も 難 し

い だ ろ う 。 そ の た め 、 提 示 さ れ た 情 報 全 て が 正 し く 学 習 の 助

け に な る と 過 信 す る 傾 向 に あ る の で は な い だ ろ う か 。  

「 1 2 . A I の 利 用 は 日 本 語 学 習 に 悪 影 響 を 与 え る と 思 う 。」は 、

三 年 生（ 2 . 2 8）、一 年 生（ 2 . 2 9）、二 年 生（ 2 . 5 7）の 順 に 否 定
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的 に 回 答 し て い る 。 各 学 年 の 回 答 平 均 値 が 3 . 0 を 下 回 っ てい

る た め 、A I は 悪 影 響 を 及 ぼ さ な い と 認 識 し て い る 傾 向 を 示し

て い る 。「 1 5 .宿 題 や 課 題 の た め の AI 利 用 は 良 く な い と 思 う 。」

に 対 し て は 、同 様 に 三 年 生（ 2 . 2 8）、一 年 生（ 2 . 3 5）、二 年 生

（ 2 . 8 5）の 順 に 否 定 的 に 回 答 し て い る 。つ ま り 、宿 題 や 課 題 の

た め の A I 利 用 は 良 く な い と は 認 識 し て い な い 傾 向 に あ る こ

と が 明 ら か と な っ た 。こ の 傾 向 を 踏 ま え 、「 1 3 .宿 題 や 課 題を

終 わ ら せ る た め に 、A I を 利 用 し て み た い と 思 う 。」に 対 す る

回 答 平 均 値 を 見 て み る と 、三 年 生（ 3 . 8 0）と 一 年 生（ 3 . 5 2）は

肯 定 的 回 答 傾 向 だ が 、二 年 生（ 2 . 8 8）の み 否 定 的 で あ っ た 。二

年 生 は 、A I の 日 本 語 学 習 へ の 悪 影 響 や 宿 題・課 題 へ の 利 用 の

是 非 に 対 し 、 三 学 年 の 中 で 最 も 慎 重 な 認 識 を 示 し て い て 、 そ

れ が 項 目 1 3 の 利 用 意 志 の 低 さ に 表 れ て い る と 考 え ら れ る 。

「 A I の 使 用 頻 度 」と「 宿題・課 題 の た め の 利 用 経 験 」に 対 す

る 回 答 も 平 均 値 が 最 低 で 、 同 様 の 慎 重 な 認 識 が 影 響 し て い る

と 見 ら れ る 。  

表 1 リ ッ カ ー ト 尺 度 を 用 い た 回 答 の 要 約 統 計 結 果  

項 目  N  平 均 値  

標 準 偏

差  

標 準

誤 差  

9 5 % 信 頼 区 間  最 小

値  

最 大

値  下 限 値  上 限 値  

1 . 自 分 の 日 本 語 学 習

に 対 す る 興 味 の 程 度

は 。  

1  6 5  4 . 1 2  . 7 6 1  . 0 9 4  3 . 9 3  4 . 3 1  2  5  

2  6 0  3 . 9 8  . 9 1 1  . 1 1 8  3 . 7 5  4 . 2 2  1  5  

3  4 6  4 . 2 6  . 6 1 2  . 0 9 0  4 . 0 8  4 . 4 4  3  5  

合 計  1 7 1  4 . 1 1  . 7 8 5  . 0 6 0  3 . 9 9  4 . 2 3  1  5  

2 . A I を 使 っ た こ と が

あ る 。  

1  6 5  3 . 0 8  . 8 3 5  . 1 0 4  2 . 8 7  3 . 2 8  1  5  

2  6 0  2 . 3 7  . 9 2 0  . 1 1 9  2 . 1 3  2 . 6 0  1  4  

3  4 6  3 . 5 0  . 6 5 8  . 0 9 7  3 . 3 0  3 . 7 0  2  5  

合 計  1 7 1  2 . 9 4  . 9 3 8  . 0 7 2  2 . 8 0  3 . 0 8  1  5  

3 . 授 業 の 宿 題 ・ 課 題 の

た め に 使 っ た こ と が

あ る 。  

1  6 5  2 . 8 3  . 9 9 3  . 1 2 3  2 . 5 8  3 . 0 8  1  5  

2  6 0  2 . 0 3  . 9 9 1  . 1 2 8  1 . 7 8  2 . 2 9  1  4  

3  4 6  3 . 4 6  . 7 8 0  . 1 1 5  3 . 2 2  3 . 6 9  2  5  

合 計  1 7 1  2 . 7 2  1 . 0 9 1  . 0 8 3  2 . 5 5  2 . 8 8  1  5  

4 . A I の 利 用 は 文 法 学

習 に 役 立 つ と 思 う 。  

1  6 5  3 . 8 2  . 6 5 9  . 0 8 2  3 . 6 5  3 . 9 8  2  5  

2  6 0  3 . 4 0  . 7 8 5  . 1 0 1  3 . 2 0  3 . 6 0  2  5  

3  4 6  3 . 5 4  . 9 3 6  . 1 3 8  3 . 2 7  3 . 8 2  1  5  

合 計  1 7 1  3 . 6 0  . 8 0 1  . 0 6 1  3 . 4 8  3 . 7 2  1  5  

5 . A I の 利 用 は 語 彙 学

習 に 役 立 つ と 思 う 。  

1  6 5  3 . 6 3  . 6 7 5  . 0 8 4  3 . 4 6  3 . 8 0  2  5  

2  6 0  3 . 4 7  . 8 3 3  . 1 0 8  3 . 2 5  3 . 6 8  2  5  

3  4 6  3 . 5 7  . 8 6 0  . 1 2 7  3 . 3 1  3 . 8 2  2  5  

合 計  1 7 1  3 . 5 6  . 7 8 3  . 0 6 0  3 . 4 4  3 . 6 7  2  5  

6 . A I の 利 用 は 読 解 学

習 に 役 立 つ と 思 う 。  

1  6 5  3 . 5 8  . 7 2 7  . 0 9 0  3 . 4 0  3 . 7 6  2  5  

2  6 0  3 . 3 7  . 9 2 0  . 1 1 9  3 . 1 3  3 . 6 0  2  5  

3  4 6  3 . 4 1  . 8 8 4  . 1 3 0  3 . 1 5  3 . 6 8  2  5  

合 計  1 7 1  3 . 4 6  . 8 4 2  . 0 6 4  3 . 3 3  3 . 5 9  2  5  

7 . A I の 利 用 は 作 文 学

習 に 役 立 つ と 思 う 。  

1  6 5  3 . 6 6  . 7 7 6  . 0 9 6  3 . 4 7  3 . 8 5  1  5  

2  6 0  3 . 4 0  . 9 4 2  . 1 2 2  3 . 1 6  3 . 6 4  1  5  

3  4 6  3 . 5 4  . 9 3 6  . 1 3 8  3 . 2 7  3 . 8 2  1  5  



70 

 

合 計  1 7 1  3 . 5 4  . 8 8 3  . 0 6 8  3 . 4 0  3 . 6 7  1  5  

8 . A I の 利 用 は ス ピ ー

キ ン グ 学 習 に 役 立 つ

と 思 う 。  

1  6 5  2 . 9 7  . 9 0 1  . 1 1 2  2 . 7 5  3 . 1 9  1  5  

2  6 0  2 . 6 8  . 9 3 0  . 1 2 0  2 . 4 4  2 . 9 2  1  5  

3  4 6  2 . 3 5  . 8 7 5  . 1 2 9  2 . 0 9  2 . 6 1  1  4  

合 計  1 7 1  2 . 7 0  . 9 3 2  . 0 7 1  2 . 5 6  2 . 8 4  1  5  

9 . A I の 利 用 は 聴 解 学

習 に 役 立 つ と 思 う 。  

1  6 5  2 . 8 2  . 9 8 3  . 1 2 2  2 . 5 7  3 . 0 6  1  5  

2  6 0  2 . 6 7  . 9 5 1  . 1 2 3  2 . 4 2  2 . 9 1  1  5  

3  4 6  2 . 4 6  1 . 0 0 5  . 1 4 8  2 . 1 6  2 . 7 5  1  5  

合 計  1 7 1  2 . 6 7  . 9 8 2  . 0 7 5  2 . 5 2  2 . 8 1  1  5  

1 0 . A I の 利 用 は 日 本 語

で の タ イ ピ ン グ 学 習

に 役 立 つ と 思 う 。  

1  6 5  3 . 2 3  . 9 1 5  . 1 1 3  3 . 0 0  3 . 4 6  1  5  

2  6 0  3 . 0 7  1 . 0 2 3  . 1 3 2  2 . 8 0  3 . 3 3  1  5  

3  4 6  3 . 2 0  . 9 5 7  . 1 4 1  2 . 9 1  3 . 4 8  1  5  

合 計  1 7 1  3 . 1 6  . 9 6 2  . 0 7 4  3 . 0 2  3 . 3 1  1  5  

1 1 . A I の 利 用 は 発 音 学

習 に 役 立 つ と 思 う 。  

1  6 5  2 . 6 5  . 8 3 7  . 1 0 4  2 . 4 4  2 . 8 5  1  4  

2  6 0  2 . 6 0  . 9 7 8  . 1 2 6  2 . 3 5  2 . 8 5  1  5  

3  4 6  2 . 1 5  . 7 8 8  . 1 1 6  1 . 9 2  2 . 3 9  1  4  

合 計  1 7 1  2 . 5 0  . 8 9 7  . 0 6 9  2 . 3 6  2 . 6 3  1  5  

1 2 . A I の 利 用 は 日 本 語

学 習 に 悪 影 響 を 与 え

る と 思 う 。  

1  6 5  2 . 2 9  . 7 8 5  . 0 9 7  2 . 1 0  2 . 4 9  1  4  

2  6 0  2 . 5 7  . 7 8 9  . 1 0 2  2 . 3 6  2 . 7 7  1  5  

3  4 6  2 . 2 8  . 9 3 5  . 1 3 8  2 . 0 0  2 . 5 6  1  4  

合 計  1 7 1  2 . 3 9  . 8 3 5  . 0 6 4  2 . 2 6  2 . 5 1  1  5  

1 3 . 宿 題 や 課 題 を 終 わ

ら せ る た め に 、A I を 利

用 し て み た い と 思 う 。 

1  6 5  3 . 5 2  . 8 5 0  . 1 0 5  3 . 3 1  3 . 7 3  1  5  

2  6 0  2 . 8 8  1 . 0 7 5  . 1 3 9  2 . 6 1  3 . 1 6  1  4  

3  4 6  3 . 8 0  . 9 1 0  . 1 3 4  3 . 5 3  4 . 0 7  2  5  

合 計  1 7 1  3 . 3 7  1 . 0 1 8  . 0 7 8  3 . 2 2  3 . 5 3  1  5  

1 5 . 宿 題 や 課 題 の た め

の A I の 利 用 は 、良 く な

い と 思 う 。  

1  6 5  2 . 3 5  . 7 9 9  . 0 9 9  2 . 1 6  2 . 5 5  1  4  

2  6 0  2 . 8 5  1 . 0 0 5  . 1 3 0  2 . 5 9  3 . 1 1  1  5  

3  4 6  2 . 2 8  . 8 8 6  . 1 3 1  2 . 0 2  2 . 5 5  1  4  

合 計  1 7 1  2 . 5 1  . 9 2 9  . 0 7 1  2 . 3 7  2 . 6 5  1  5  

1 7 . A I の 利 用 は 自 律 ・

自 主 学 習 を 助 け て く

れ る と 思 う 。  

1  6 5  3 . 3 5  . 7 1 7  . 0 8 9  3 . 1 8  3 . 5 3  2  5  

2  6 0  3 . 0 7  . 9 1 8  . 1 1 9  2 . 8 3  3 . 3 0  1  5  

3  4 6  3 . 3 7  . 8 5 3  . 1 2 6  3 . 1 2  3 . 6 2  1  5  

合 計  1 7 1  3 . 2 6  . 8 3 6  . 0 6 4  3 . 1 3  3 . 3 8  1  5  

1 8 . A I の 利 用 は 自 信 を

伸 ば す 助 け に な る と

思 う 。  

1  6 5  3 . 1 8  . 8 4 6  . 1 0 5  2 . 9 8  3 . 3 9  2  5  

2  6 0  2 . 7 0  . 9 7 9  . 1 2 6  2 . 4 5  2 . 9 5  1  5  

3  4 6  2 . 9 1  . 8 6 5  . 1 2 8  2 . 6 6  3 . 1 7  1  5  

合 計  1 7 1  2 . 9 4  . 9 1 8  . 0 7 0  2 . 8 0  3 . 0 8  1  5  

1 9 . A I の 利 用 は 学 習 を

楽 し む 助 け に な る と

思 う 。  

1  6 5  3 . 2 2  . 7 6 0  . 0 9 4  3 . 0 3  3 . 4 0  1  5  

2  6 0  3 . 0 2  . 9 6 5  . 1 2 5  2 . 7 7  3 . 2 7  1  5  

3  4 6  3 . 2 4  . 7 0 5  . 1 0 4  3 . 0 3  3 . 4 5  2  4  

合 計  1 7 1  3 . 1 5  . 8 2 6  . 0 6 3  3 . 0 3  3 . 2 8  1  5  

2 0 . A I の 利 用 は 学 習 へ

の 興 味 を 伸 ば す 助 け

に な る と 思 う 。  

1  6 5  3 . 2 9  . 8 7 9  . 1 0 9  3 . 0 7  3 . 5 1  1  5  

2  6 0  3 . 0 0  . 8 8 3  . 1 1 4  2 . 7 7  3 . 2 3  1  5  

3  4 6  3 . 1 3  . 8 3 3  . 1 2 3  2 . 8 8  3 . 3 8  1  4  

合 計  1 7 1  3 . 1 5  . 8 7 2  . 0 6 7  3 . 0 1  3 . 2 8  1  5  

2 1 . A I の 利 用 は 日 本 語

話 者 と 更 に 交 流 す る

気 に さ せ て く れ る と

思 う 。  

1  6 5  3 . 3 8  . 8 4 2  . 1 0 4  3 . 1 8  3 . 5 9  1  5  

2  6 0  3 . 0 5  . 8 9 1  . 1 1 5  2 . 8 2  3 . 2 8  1  5  

3  4 6  2 . 7 2  . 9 5 8  . 1 4 1  2 . 4 3  3 . 0 0  1  5  

合 計  1 7 1  3 . 0 9  . 9 2 6  . 0 7 1  2 . 9 5  3 . 2 3  1  5  

2 2 . A I の 利 用 は 日 本 語

を 使 っ て 仕 事 を す る

気 に さ せ て く れ る と

思 う 。  

1  6 5  3 . 1 8  . 8 2 7  . 1 0 3  2 . 9 8  3 . 3 9  1  5  

2  6 0  3 . 0 5  . 8 3 2  . 1 0 7  2 . 8 4  3 . 2 6  1  5  

3  4 6  3 . 0 7  . 9 5 2  . 1 4 0  2 . 7 8  3 . 3 5  1  5  

合 計  1 7 1  3 . 1 1  . 8 6 1  . 0 6 6  2 . 9 8  3 . 2 4  1  5  

＊ リ ッ カ ー ト 尺 度 は 、 1 ＝ 否 定 的 回 答 （ 全 く 無 い ／ 全 く 使 用 し た こ と が な い ／ 完 全

に 不 同 意 ）、 3 ＝ 中 立 的 回 答 （ ど ち ら と も 言 え な い ／ 時 々 使 う ）、 5 ＝ 肯 定 的 回 答

（ 非 常 に あ る ／ い つ も 使 う ／ 完 全 に 同 意 ） と な っ て い る 。  

4 . 2 分 散 分 析 （ A N O V A） 結 果 と 考 察  

本 節 で は 、 研 究 課 題 2「 大 学 に お け る 日 本 語 学 習 期 間 に よ

っ て 、（ 1）の 結 果 に 統 計 的 有 意 差 が 見 ら れ る の か 」のた め に

分 散 分 析 （ A N O V A） を 行 っ た 結 果 、 p  <  0 . 0 5 レベ ル で 統 計 的

有 意 差 が 見 ら れ た 項 目 （ 表 2 参 照 ） に つ い て 提 示 し て い く。
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ま ず 、「 2 . A I を 使 っ た こ と が あ る 」で は 、 分 散 分 析 結 果 に 有

意 差 （ F 2 ,  1 7 0  =  2 6 . 0 4 8 ,  p  <  0 . 0 5） が 見 ら れ た 。 そ の た め 、 何 年

生 と 何 年 生 の 間 に 有 意 差 が あ る の か 多 重 比 較 す る た め 、 フ ィ

ッ シ ャ ー の 最 小 有 意 差 法 （ L S D） を 用 い て 事 後 検 定 を 行 っ た

（ 表 3 参 照）。そ の 結 果 、一 年 生（ M  =  3 . 0 8 ,  S D  =  . 8 3 5）、二

年 生 （ M  =  2 . 3 7 ,  S D  =  . 9 2 0）、 三 年 生 （ M  =  3 . 5 0 ,  S D  =  . 6 5 8）

全 て の 間 に 有 意 差（ 一 年 生 と 二年 生 間 で 平 均 値 の 差： 0 . 7 1 0 ,  p  

=  0 . 0 0 0、 一 年 生 と 三 年 生 間 で 平 均 値 の 差 ： 0 . 4 2 3 ,  p  =  0 . 0 0 8、

二 年 生 と 三 年 生 間 で 平 均 値 の 差 ： - 1 . 1 3 3 ,  p  =  0 . 0 0 0） が 確 認さ

れ た 。 二 年 生 が 最 低 値 を 示 し 、 一 年 生 ・ 三 年 生 と 比 較 す る と

若 干 低 い「 1 .学 習 に 対 す る 興 味 」や「 1 2 . A I が 学 習 に 悪 影 響 を

及 ぼ す 」「 1 3 .宿 題 や 課 題 を 終 わ ら せ る た め に 、A I を 利 用 して

み た い と 思 う 。」と い っ た 項 目 へ の 回 答 結 果 か ら 、A I 利 用 に

対 す る 否 定 的 態 度 が A I ツ ー ル 利 用 経 験 に 影 響 し て い る と も

考 え ら れ る 。  

「 3 .授 業 の 宿 題・課 題 の た め に 使 っ た こ と が あ る 。」も 、有

意 差 （ F 2 ,  1 7 0  =  3 0 . 5 7 2 ,  p  <  0 . 0 5） が 認 め ら れ 、 事 後 検 定 結 果 で

は 、 一 年 生 （ M  =  2 . 8 3 ,  S D  =  . 9 9 3） 、 二 年 生 （ M  =  2 . 0 3 ,  S D  

=  . 9 9 1） 、 三 年 生 （ M  =  3 . 4 6 ,  S D  =  . 7 8 0） 三 学 年 全 て の 間 に 有

意 差 （ 一 年 生 と 二 年 生 間 で 平 均 値 の 差 ： 0 . 7 9 7 ,  p  =  0 . 0 0 0、 一

年 生 と 三 年 生 間 で 平 均 値 の 差 ： - 0 . 6 2 6 ,  p  =  0 . 0 0 1、 二 年 生 と 三

年 生 間 で 平 均 値 の 差 ： - 1 . 4 2 3 ,  p  =  0 . 0 0 0） が 確 認 さ れ た 。 三年

生 は 学 習 期 間 が 最 長 で 利 用 機 会 が 多 か っ た の だ ろ う が 、 二 年

生 が 最 低 値 を 示 し て い る の は 、 学 習 に 対 す る 興 味 や A I に対

す る 否 定 的 態 度 が 影 響 し て い る と 見 ら れ る 。  

「 4 . A I の 利 用 は 文 法 学 習 に 役 立 つ と 思 う。」は、有 意 差（ F 2 ,  

1 7 0  =  4 . 5 0 8 ,  p  <  0 . 0 5）が 確 認 さ れ 、事 後 検 定 結 果 で も 回 答 平均

値 の 差 が 最 大 で あ る 一 年 生 （ M  =  3 . 8 2 ,  S D  =  . 6 5 9） と 二 年 生

（ M  =  3 . 4 0 ,  S D  =  . 7 8 5） の 間 で 統 計 的 有 意 差 （ 平 均 値 の 差 ：
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0 . 4 1 5 ,  p  =  0 . 0 0 4） が 認 め ら れ た 。 一 年 生 は 学 習 経 験 が 最 少 で

あ り 、 日 本 語 の 言 語 的 知 識 量 が 他 の 二 学 年 と 比 較 す る と 非 常

に 限 ら れ て い る た め 、A I ツ ー ル が 助 け と な る だ ろ う と い う 期

待 の 大 き さ が 平 均 値 最 大 と な っ て 表 れ 、 最 小 の 二 年 生 と の 統

計 的 有 意 差 が 確 認 さ れ た と 考 え ら れ る 。  

「 8 . A I の 利 用 は ス ピ ー キ ン グ 学 習 に 役 立 つ と 思 う 。 」 も 、

統 計 的 有 意 差 （ F 2 ,  1 7 0  =  6 . 3 8 0 ,  p  <  0 . 0 5） が 認 め ら れ た 。 事後

検 定 結 果 で は 一 年 生（ M  =  2 . 9 7 ,  S D  =  . 9 0 1）と 三 年 生（ M  =  2 . 3 5 ,  

S D  =  . 8 7 5）の 間 で 統 計 的 有 意 差（ 平 均 値 の 差：0 . 6 2 1 ,  p  =  0 . 0 0 0）

が 確 認 さ れ た 。 平 均 値 （ M） が 全 学 年 を 通 し て 3 . 0 0 以 下 で 、

あ ま り 役 立 つ と は 認 識 し て い な い 否 定 的 傾 向 が 見 ら れ る 。 興

味 深 い こ と に 、「 1 1 . A I の 利 用 は 発 音 学 習 に 役 立 つ と 思 う 。」

で も 、 統 計 的 有 意 差 （ F 2 ,  1 7 0  =  4 . 9 1 0 ,  p  <  0 . 0 5） が 示 さ れ 、 事

後 検 定 結 果 も 同 様 に 一 年 生 （ M  =  2 . 6 5 ,  S D  =  . 8 3 7） と 三 年 生

（ M  =  2 . 1 5 ,  S D  =  . 7 8 8） の 間 で 統 計 的 有 意 差 （ 平 均 値 の 差 ：

0 . 4 9 4 ,  p  =  0 . 0 0 4） が 見 ら れ た 。 大 学 で の 日 本 語 学 習 経 験 が短

い一年生の 平均値（ M）が低く、A I ツールの日本語の発音の正

確 さ や 会 話 練 習 で の 返 答 内 容 の 正 確 さ 等 を 正 し く 評 価 で き な

いため、多少は助けとなると感じる 傾向にあると推測される。

ま た 、 事 後 検 定 結 果 は 二 年 生 と 三 年 生 間 の 統 計 的 有 意 差 （ 平

均 値 の 差 ： 0 . 4 4 8 ,  p  =  0 . 0 1 0）も 示 し て い る 。 こ れ は 、 二 年 生

の 場 合 、 大 学 で の 日 本 語 学 習 経 験 が 一 年 以 上 あ る た め 、 コ ン

ピ ュ ー タ 上 で テ キ ス ト 入 力 し た 場 合 の 返 答 内 容 の 正 確 さ に つ

い て 、 一 年 生 よ り は 理 解 し て い る と 考 え ら れ る 。 し か し 、 発

音 の 場 合 、 音 声 入 力 す る か 、 返 答 を 音 声 で す る よ う に 設 定 し

な け れ ば な ら ず 、 ま だ 利 用 し た こ と が な い 学 生 が い る と 考 え

ら れ る 。そ の た め 、A I ツ ー ル の 日 本 語 の 発 音 の 正 確 さ を 知 ら

な い 学 生 が い た 可 能 性 が あ る だ ろ う 。 そ の た め 、 三 年 生 よ り

大 き な 期 待 を 持 っ て い た と 考 え ら れ る 。三 年 生 は 、既 存 の 様 々
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な オ ン ラ イ ン ツ ー ル を 利 用 し た 経 験 が あ り 、 そ れ ぞ れ の ツ ー

ル に 限 界 が あ る こ と を 理 解 し て い る た め 、A I ツ ー ル も 同 様に

限 界 が あ る と 考 え 、 そ も そ も 始 め か ら あ ま り 期 待 し て い な か

っ た の で は な い だ ろ う か 。  

「 1 3 .宿 題 や 課 題 を 終 わ ら せ る た め に 、A I を 利 用 し て み た い

と 思 う 。 」 で は 、 統 計 的 有 意 差 （ F 2 ,  1 7 0  =  1 3 . 5 2 1 ,  p  <  0 . 0 5） が

確 認 さ れ 、 事 後 検 定 結 果 に よ る と 、 二 年 生 （ M  =  2 . 8 8 ,  S D  =  

1 . 0 7 5）は 、一 年 生（ M  =  3 . 5 2 ,  S D  =  . 8 5 0）と 三 年 生（ M  =  3 . 8 0 ,  

S D  =  . 9 1 0） の 両 学 年 と 比 較 し 、 統 計 的 有 意 差 （ 二 年 生 と 一年

生 間 で 平 均 値 の 差 ： - 0 . 6 4 0 ,  p  =  0 . 0 0 0、 二 年 生 と 三 年 生 間 で 平

均 値 の 差 ： - 0 . 9 2 1 ,  p  =  0 . 0 0 0） が 見 ら れ た 。 平 均 値 （ M） を 見

る と 、 二 年 生 が 最 も 利 用 意 志 が 低 い こ と を 意 味 し て い る 。 更

に 興 味 深 い こ と に 、A I の 宿 題・課 題 へ の 利 用 の 是 非 を 問 う「 1 5 .

宿 題 や 課 題 の た め の A I の 利 用 は 、良 く な い と思 う 。」で も 統

計 的 有 意 差 （ F 2 ,  1 7 0  =  6 . 7 4 0 ,  p  <  0 . 0 5） が 見 ら れ 、 事 後 検 定 結

果 は 、 二 年 生 （ M  =  2 . 8 5 ,  S D  =  1 . 0 0 5） は 、 一 年 生 （ M  =  2 . 3 5 ,  

S D  =  . 7 9 9） と 三 年 生 （ M  =  2 . 2 8 ,  S D  =  . 8 8 6） の 両 学 年 と 比 較

し 、 同 様 に 統 計 的 有 意 差 （ 二 年 生 と 一 年 生 間 で 平 均 値 の 差 ：

0 . 4 9 6 ,  p  =  0 . 0 0 2、 二 年 生 と 三 年 生 間 で 平 均 値 の 差 ： 0 . 5 6 7 ,  p  =  

0 . 0 0 2）が見 ら れ た 。 二 年 生 の 平 均 値（ M） が 最 高 値 で あ っ た

こ と か ら 、 A I の 宿 題 ・ 課 題 へ の 利 用 を 否 定 的 に 捉 え て い て 、

そ の こ と が 宿 題 ・ 課 題 の た め の A I 利 用 意 志 に 影 響 し て い た

と 考 え ら れ る 。  

「 1 8 . A I の 利 用 は 自 信 を 伸 ば す 助 け に な る と 思 う 。 」 で は 、

統 計 的 有 意 差 （ F 2 ,  1 7 0  =  4 . 5 5 6 ,  p  <  0 . 0 5） が 見 ら れ 、 事 後 検定

で 一 年 生（ M  =  3 . 1 8 ,  S D  =  . 8 4 6）と 二 年 生（ M  =  2 . 7 0 ,  S D  =  . 9 7 9）

の 間 に 統 計 的 有 意 差 （ 平 均 値 の 差 ： 0 . 4 8 5 ,  p  =  0 . 0 0 3） が 確認

さ れ た。三 学 年 の 平 均 値（ M）を 比 較 す る と 、大 学 で の 日 本 語

学 習 経 験 が 最 も 少 な い 一 年 生 が 最 高 値 と な っ て い る 。 他 の 二
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学 年 と 比 較 し て 、 一 年 生 は 既 習 語 彙 や 文 法 が 非 常 に 限 ら れ て

い て 、 言 い た い こ と を 日 本 語 で 表 現 す る の が 非 常 に 難 し い 。

そ の た め、A I を 用 い て 翻 訳 し 知 り た い 語 彙・文 法 を 調 べ る こ

と で 、 言 い た い こ と を 日 本 語 で 表 現 で き 、 結 果 と し て 自 信 に

つ な が る と 受 け 捉 え て い る の だ ろ う 。  

「 2 1 . A I の 利 用 は 日 本 語 話 者 と 更 に 交 流 す る 気 に さ せ て く

れ る と 思 う 。 」 も 統 計 的 有 意 差 （ F 2 ,  1 7 0  =  7 . 6 2 5 ,  p  <  0 . 0 5） が

確 認 さ れ、事 後 検 定 結 果 が、一 年 生（ M  =  3 . 3 8 ,  S D  =  . 8 4 2）と

三年生（ M  =  2 . 7 2 ,  S D  =  . 9 5 8）の間に統計的有意差（平均値の

差： 0 . 6 6 7 ,  p  =  0 . 0 0 0）があることを示している。三年生ともな

ると、当然日本人日本語教師や大学内の日本人学生、そして、

日 本 へ の 旅 行 や 留 学 等 で 日 本 語 を 話 し た 経 験 が あ る 学 生 も い

る だ ろ う 。 実 際 に 会 話 し て い る 最 中 に A I ツ ー ル を 用 い て 会

話 す る の は 現 実 的 で は な く 、 自 身 の 日 本 語 能 力 を 用 い て 会 話

し た い と 考 え て い る こ と が 、 こ の 結 果 に 反 映 さ れ て い る の で

は な い だ ろ う か 。 一 方 、 一 年 生 の 場 合 は 、 前 述 し た よ う に 限

ら れ た 既 習 語 彙 や 文 法 の た め 、 当 然 日 本 語 話 者 と の 意 思 疎 通

は 非 常 に 困 難 で あ ろ う 。 そ し て 、 A I ツ ー ル を 用 い る こ と で 、

そ の 困 難 が 解 消 で き る と 考 え て い る の だ ろ う 。  

 

表 2 リ ッ カ ー ト 尺 度 を 用 い た 回 答 の 分 散 分 析 結 果  
 平 方 和  自 由 度  平 均 平 方  F  有 意 差  

2 . A I を 使 っ た こ と が あ る  群 間  3 5 . 3 6 6  2  1 7 . 6 8 3  2 6 . 0 4 8  . 0 0 0 *  

群 内  1 1 4 . 0 4 9  1 6 8  . 6 7 9    

合 計  1 4 9 . 4 1 5  1 7 0     

3 . 授 業 の 宿 題 ・ 課 題 の た め

に 使 っ た こ と が あ る 。  

群 間  5 4 . 0 4 1  2  2 7 . 0 2 1  3 0 . 5 7 2  . 0 0 0 *  

群 内  1 4 8 . 4 8 5  1 6 8  . 8 8 4    

合 計  2 0 2 . 5 2 6  1 7 0     

4 . A I の 利 用 は 文 法 学 習 に

役 立 つ と 思 う 。  
群 間  5 . 5 6 0  2  2 . 7 8 0  4 . 5 0 8  . 0 1 2 *  

群 内  1 0 3 . 5 9 8  1 6 8  . 6 1 7    

合 計  1 0 9 . 1 5 8  1 7 0     

8 . A I の 利 用 は ス ピ ー キ ン

グ 学 習 に 役 立 つ と 思 う 。  

群 間  1 0 . 4 3 3  2  5 . 2 1 6  6 . 3 8 0  . 0 0 2 *  

群 内  1 3 7 . 3 5 7  1 6 8  . 8 1 8    

合 計  1 4 7 . 7 8 9  1 7 0     

1 1 . A I の 利 用 は 発 音 学 習 に

役 立 つ と 思 う 。  

群 間  7 . 5 5 2  2  3 . 7 7 6  4 . 9 1 0  . 0 0 8 *  

群 内  1 2 9 . 1 9 6  1 6 8  . 7 6 9    

合 計  1 3 6 . 7 4 9  1 7 0     

1 3 . 宿 題 や 課 題 を 終 わ ら せ

る た め に 、A I を 利 用 し て み

た い と 思 う 。  

群 間  2 4 . 4 0 9  2  1 2 . 2 0 4  1 3 . 5 2 1  . 0 0 0 *  

群 内  1 5 1 . 6 3 8  1 6 8  . 9 0 3    

合 計  1 7 6 . 0 4 7  1 7 0     

1 5 . 宿 題 や 課 題 の た め の A I

の 利 用 は 、 良 く な い と 思

群 間  1 0 . 8 9 9  2  5 . 4 5 0  6 . 7 4 0  . 0 0 2 *  

群 内  1 3 5 . 8 3 8  1 6 8  . 8 0 9    
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う 。  合 計  1 4 6 . 7 3 7  1 7 0     

1 8 . A I の 利 用 は 自 信 を 伸 ば

す 助 け に な る と 思 う 。  

群 間  7 . 3 7 8  2  3 . 6 8 9  4 . 5 5 6  . 0 1 2 *  

群 内  1 3 6 . 0 3 7  1 6 8  . 8 1 0    

合 計  1 4 3 . 4 1 5  1 7 0     

2 1 . A I の 利 用 は 日 本 語 話 者

と 更 に 交 流 す る 気 に さ せ

て く れ る と 思 う 。  

群 間  1 2 . 1 2 4  2  6 . 0 6 2  7 . 6 2 5  . 0 0 1 *  

群 内  1 3 3 . 5 6 1  1 6 8  . 7 9 5    

合 計  1 4 5 . 6 8 4  1 7 0     

 

表 3 リ ッ カ ー ト 尺 度 を 用 い た 回 答 の L S D 事 後 検 定 結 果  

項 目  ( I )  ( J )  

各 群 間 の 差

( I - J )  標 準 誤 差  有 意 差  

9 5 % 信 頼 区 間  

下 限 値  上 限 値  

2 . A I を 使 っ た こ と

が あ る  

1  2  . 7 1 0 *  . 1 4 8  . 0 0 0 *  . 4 2  1 . 0 0  

3  - . 4 2 3 *  . 1 5 9  . 0 0 8 *  - . 7 4  - . 1 1  

2  1  - . 7 1 0 *  . 1 4 8  . 0 0 0 *  - 1 . 0 0  - . 4 2  

3  - 1 . 1 3 3 *  . 1 6 1  . 0 0 0 *  - 1 . 4 5  - . 8 1  

3  1  . 4 2 3 *  . 1 5 9  . 0 0 8 *  . 1 1  . 7 4  

2  1 . 1 3 3 *  . 1 6 1  . 0 0 0 *  . 8 1  1 . 4 5  

3 . 授 業 の 宿 題 ・ 課

題 の た め に 使 っ た

こ と が あ る 。  

1  2  . 7 9 7 *  . 1 6 8  . 0 0 0 *  . 4 7  1 . 1 3  

3  - . 6 2 6 *  . 1 8 1  . 0 0 1 *  - . 9 8  - . 2 7  

2  1  - . 7 9 7 *  . 1 6 8  . 0 0 0 *  - 1 . 1 3  - . 4 7  

3  - 1 . 4 2 3 *  . 1 8 4  . 0 0 0 *  - 1 . 7 9  - 1 . 0 6  

3  1  . 6 2 6 *  . 1 8 1  . 0 0 1 *  . 2 7  . 9 8  

2  1 . 4 2 3 *  . 1 8 4  . 0 0 0 *  1 . 0 6  1 . 7 9  

4 . A I の 利 用 は 文 法

学 習 に 役 立 つ と 思

う 。  

1  2  . 4 1 5 *  . 1 4 1  . 0 0 4 *  . 1 4  . 6 9  

 3  . 2 7 2  . 1 5 1  . 0 7 4  - . 0 3  . 5 7  

2  1  - . 4 1 5 *  . 1 4 1  . 0 0 4 *  - . 6 9  - . 1 4  

 3  - . 1 4 3  . 1 5 4  . 3 5 3  - . 4 5  . 1 6  

3  1  - . 2 7 2  . 1 5 1  . 0 7 4  - . 5 7  . 0 3  

 2  . 1 4 3  . 1 5 4  . 3 5 3  - . 1 6  . 4 5  

8 . A I の 利 用 は ス ピ

ー キ ン グ 学 習 に 役

立 つ と 思 う 。  

1  2  . 2 8 6  . 1 6 2  . 0 7 9  - . 0 3  . 6 1  

3  . 6 2 1 *  . 1 7 4  . 0 0 0 *  . 2 8  . 9 7  

2  1  - . 2 8 6  . 1 6 2  . 0 7 9  - . 6 1  . 0 3  

3  . 3 3 6  . 1 7 7  . 0 6 0  - . 0 1  . 6 9  

3  1  - . 6 2 1 *  . 1 7 4  . 0 0 0 *  - . 9 7  - . 2 8  

2  - . 3 3 6  . 1 7 7  . 0 6 0  - . 6 9  . 0 1  

1 1 . A I の 利 用 は 発

音 学 習 に 役 立 つ と

思 う 。  

1  2  . 0 4 6  . 1 5 7  . 7 6 9  - . 2 6  . 3 6  

3  . 4 9 4 *  . 1 6 9  . 0 0 4 *  . 1 6  . 8 3  

2  1  - . 0 4 6  . 1 5 7  . 7 6 9  - . 3 6  . 2 6  

3  . 4 4 8 *  . 1 7 2  . 0 1 0 *  . 1 1  . 7 9  

3  1  - . 4 9 4 *  . 1 6 9  . 0 0 4 *  - . 8 3  - . 1 6  

2  - . 4 4 8 *  . 1 7 2  . 0 1 0 *  - . 7 9  - . 1 1  

1 3 . 宿 題 や 課 題 を

終 わ ら せ る た め

に 、 A I を 利 用 し て

み た い と 思 う 。  

1  2  . 6 4 0 *  . 1 7 0  . 0 0 0 *  . 3 0  . 9 8  

3  - . 2 8 1  . 1 8 3  . 1 2 6  - . 6 4  . 0 8  

2  1  - . 6 4 0 *  . 1 7 0  . 0 0 0 *  - . 9 8  - . 3 0  

3  - . 9 2 1 *  . 1 8 6  . 0 0 0 *  - 1 . 2 9  - . 5 5  

3  1  . 2 8 1  . 1 8 3  . 1 2 6  - . 0 8  . 6 4  

2  . 9 2 1 *  . 1 8 6  . 0 0 0 *  . 5 5  1 . 2 9  

1 5 . 宿 題 や 課 題 の

た め の A I の 利 用

は 、 良 く な い と 思

う 。  

1  2  - . 4 9 6 *  . 1 6 1  . 0 0 2 *  - . 8 1  - . 1 8  

3  . 0 7 1  . 1 7 3  . 6 8 1  - . 2 7  . 4 1  

2  1  . 4 9 6 *  . 1 6 1  . 0 0 2 *  . 1 8  . 8 1  

3  . 5 6 7 *  . 1 7 6  . 0 0 2 *  . 2 2  . 9 2  

3  1  - . 0 7 1  . 1 7 3  . 6 8 1  - . 4 1  . 2 7  

2  - . 5 6 7 *  . 1 7 6  . 0 0 2 *  - . 9 2  - . 2 2  

1 8 . A I の 利 用 は 自

信 を 伸 ば す 助 け に

な る と 思 う 。  

1  2  . 4 8 5 *  . 1 6 1  . 0 0 3 *  . 1 7  . 8 0  

3  . 2 7 2  . 1 7 3  . 1 1 9  - . 0 7  . 6 1  

2  1  - . 4 8 5 *  . 1 6 1  . 0 0 3 *  - . 8 0  - . 1 7  

3  - . 2 1 3  . 1 7 6  . 2 2 9  - . 5 6  . 1 4  

3  1  - . 2 7 2  . 1 7 3  . 1 1 9  - . 6 1  . 0 7  

2  . 2 1 3  . 1 7 6  . 2 2 9  - . 1 4  . 5 6  

2 1 . A I の 利 用 は 日

本 語 話 者 と 更 に 交

流 す る 気 に さ せ て

く れ る と 思 う 。  

1  2  . 3 3 5 *  . 1 6 0  . 0 3 8  . 0 2  . 6 5  

3  . 6 6 7 *  . 1 7 2  . 0 0 0 *  . 3 3  1 . 0 1  

2  1  - . 3 3 5 *  . 1 6 0  . 0 3 8  - . 6 5  - . 0 2  

3  . 3 3 3  . 1 7 5  . 0 5 9  - . 0 1  . 6 8  

3  1  - . 6 6 7 *  . 1 7 2  . 0 0 0 *  - 1 . 0 1  - . 3 3  

2  - . 3 3 3  . 1 7 5  . 0 5 9  - . 6 8  . 0 1  

* 有 意 水 準 は α  =  0 . 0 5 と し た 。  

4 . 3 自 由 記 述 回 答 の 共 起 ネ ッ ト ワ ー ク 分 析 結 果 と 考 察  

前 々 節・前 節 で 各 学 年 の 日 本 語 学 習 へ の A I 利 用 に 対 す る 認

識 結 果 を 報 告 し た が 、 肯 定 的 態 度 と A I ツ ー ル 使 用 頻 度 は 三

年 生 が 最 も 高 く 、 次 い で 一 年 生 、 最 後 が 二 年 生 と い う 傾 向 が
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見 ら れ た 。各 学 年 の 研 究 協 力 者 に「 1 4 .宿 題 や 課 題 を 終 わ らせ

る た め に、A I を 利 用 し て み た い と 思 う 理 由 は ？ 」に 対 し て 自

由 記 述 し て も ら っ た 。 本 章 で は 、 K H C o d e r  3 を 用 い て 自 由記

述 回 答 を 共 起 ネ ッ ト ワ ー ク 分 析 し た 6結 果 の 中 か ら 、出 現 回数

が 多 い 語 彙 を 含 み 、 前 々 章 ・ 前 章 の 結 果 を 解 釈 す る 助 け と な

る 特 徴 的 な サ ブ グ ラ フ に つ い て 言 及 し 、 特 徴 的 回 答 を 協 力 者

の 記 述 そ の ま ま の 形 で 提 示 す る 。  

前 章 の ア ン ケ ー ト 要 約 統 計 と 分 散 分 析 結 果 か ら 宿 題 や 課 題

に A I を 利 用 す る 意 志 が 高 い 学 年 順 に 見 て い く 。 最 も 肯 定 的

に 受 け 捉 え て い た 三 年 生 は 、大 学 で の 日 本 語 学 習 歴 が 最 長 で、

日 本 語 学 習 の 難 点 も 理 解 し て い る こ と が 、A I 利 用 に も 影 響し

て い る 。 課 題 や レ ポ ー ト を 早 く 楽 に 終 わ ら せ る こ と が 目 的 な

の で は な く 、 自 身 の 学 習 に ど の よ う に 役 立 て る べ き か を 考 え

な が ら A I を 利 用 し よ う と し て い る た め 、 必 ず し も 日 本 語 学

習 に 悪 影 響 を 与 え る こ と は な く 、 積 極 的 に 利 用 し て も 問 題 な

い と 受 け 捉 え て い る 姿 勢 が 見 え る 。  

 
6  記 述 回 答 分 析 の 際 に 、表 記 揺 れ に 対 応 す る た め 、C h a t G P T や C h a t  G P T、

G P T、を 全 て A I に 置 き 換 え た 。因 み に 、C h a t G P T 以 外 の G o o g l e  G e m i n i

や M S  C o p i l o t と い っ た A I ツ ー ル を 含 む 回 答 は 皆 無 で あ っ た 。  
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彼 ら の 自 由 記 述 回 答

（ 図 1 参 照 ）か ら 、 総

抽 出 語 数 は 8 1 0、 異 な

り 語 数 が 3 4 2、 九 つ の

サ ブ グ ラ フ が 認 め ら

れ た 。サ ブ グ ラ フ 1 で

は「文法」が 6 回 と 最

高 頻 度 で 出 現 し 、「正

確」（ 4 回 ）や「検査」

（ 2 回 ） 等 と 共 起 し て

い る 。三 年 生 は 日 本 語

学 習 歴 が 最 長 で 、文 法

の 複 雑 さ や 勉 強 時 に 非 常 に 多 く の 時 間 を 費 や さ な け れ ば な ら

な い こ と を 経 験 し て い る。そ の た め 、A I 利 用 で そ の 負 担 が 軽

減 さ れ る の で あ れ ば 、 利 用 す る と い う 態 度 が 表 れ て い る 。  

•  有 些 作 業 需 要 確 認 文 法 跟 用 詞 是 否 正 確 ， 可 以 利 用 A I 檢 查 。  

•  可 以 幫 我 檢 查 用 詞 、 文 法 是 否 正 確 。  

•  希 望 交 出 去 的 作 業 文 法 是 正 確 的 。  

サ ブ グ ラフ 2 で は 、 「學習」 （ 5 回 ） や 「理解」 （ 3 回 ） 、

「依靠」（ 2 回 ）等 と 共 起 し A I の 回 答 の 不 完 全 さ や 学 習 へ の

悪 影 響 を 懸 念 す る 態 度 が 見 ら れ る 。 三 年 生 は A I の 使 用 頻度

と 宿 題 ・ 課 題 の た め の 利 用 経 験 が 最 も 高 か っ た が 、 彼 ら は 自

身 の 経 験 に 基 づ い て 適 切 な A I 利 用 法 を 考 え て い る こ と が 分

か る 。例え ば 、A I か ら の 回 答 に 自 身 で 理 解 で き な い 内 容 や 不

正 確 な 情 報 が 含 ま れ て い る た め 、 A I だ け に 頼 る の で は な く 、

こ れ ま で に 学 ん だ 知 識 を 活 用 し て 学 習 に 取 り 組 む べ き で あ る

と 回 答 し て い る 。ま た 、A I に 過 度 に 依 存 す る こ と で 、自 ら 学

ぶ 機 会 が 減 少 し 、 学 習 の 質 の 低 下 に も つ な が る と 心 配 す る 姿

勢 が 見 ら れ る 。 大 学 で の 学 習 期 間 が 最 長 で あ る た め 、 学 習 の

仕 方 も 他 の 学 年 と 比 較 し て よ り 理 解 し て い る の で 、 こ の よ う

な 批 判 的 な 回 答 が 見 ら れ た の だ ろ う 。  
•  有 時 候 A I 提 出 來 的 答 案 非 常 正 式 ， 有 時 候 超 越 自 己 的 理 解 ， 導 致 於

要 學 習 理 解 更 多 東 西 來 釐 清 自 己 想 要 的 答 案。作 報 告 的 話，覺 得 以 自

身 理 解 去 做 比 較 容 易 ， A I 太 過 於 籠 統 。  

•  我 認 為 應 該 要 用 自 己 的 想 法 以 及 自 己 所 學 的 去 寫 作 業，做 報 告，也 可

以 較 清 楚 自 身 的 學 習 狀 況 。  

 

図 1  三 年 生 の 項 目 1 4 に 対 す る 自 由 記

述 回 答 の 共 起 ネ ッ ト ワ ー ク 分 析 結 果  
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ま た 、サ ブ グ ラ フ 4 で は「使用」（ 5 回 ）、「依賴」（ 3 回 ）、

「 G o o g l e／輔助」（ 各 2 回 ）等 が 共 起 し A I の 慎 重 な 使 い 方 が

見 ら れ る 。G o o g l e を 引 き 合 い に 出 し 、以 前 か ら 頻 繁 に 利 用 さ

れ て い る サ ー チ エ ン ジ ン G o o g l e で は、検 索 し た 情 報 の 真 偽 や

出 所 を 自 分 自 身 で 精 査 し 課 題 や レ ポ ー ト に 使 用 し な け れ ば な

ら な い が 、 逆 に 言 え ば 、 情 報 の 出 所 や 信 頼 性 を 自 ら 確 認 し な

が ら 進 め る こ と が で き る。ま た 、一 度 A I に 頼 っ て レ ポ ー ト 作

成 す る 習 慣 が つ い て し ま う と 、学 習 に 対 す る 主 体 性 が 失 わ れ、

長 期 的 な 学 習 の 発 展 に は 繋 が ら ず 、 学 習 に 対 す る 怠 惰 な 態 度

が 助 長 さ れ る 危 険 を 指 摘 し て い る 。 こ れ ら の 意 見 も ま た 、 学

生 自 身 の 経 験 に 基 づ い た 批 判 的 視 点 と 言 え る 。  
•  一 旦 開 始 依 賴 它 做 報 告 就 會 產 生 惰 性，這 並 不 利 於 學 習 的 長 期 發 展。

況 且 資 料 的 收 集 也 可 以 依 靠 G o o g l e 完 成 ， 並 且 可 以 關 注 到 資 料 的 來

源 並 辨 別 其 可 信 度 ， 這 是 A I 所 缺 乏 的 ， 它 只 能 作 為 輔 助 參 考 使 用 。  

•  我 覺 得 A I 就 像 大 資 料 庫 的 感 覺，平 時 我 們 查 詢 資 料 也 是 透 過 G o o g l e，

其 實 是 一 樣 的 概 念，只 是 近 來 有 某 部 分 人 士 過 度 使 用 或 者 太 過 依 賴，

而 導 致 越 來 越 多 人 對 A I 產 生 負 面 印 象 。  

•  會 使 用 A I 輔 助 製 作 報 告，請 它 幫 忙 列 出 重 點 或 提 供 題 目 的 大 致 方 向。  

二 番 目 に A I の 利 用 頻 度 ・ 意 志 が 高 か っ た 一 年 生 の 自 由 記

述 回 答 で は 、 総 抽 出 語 数 は 7 8 3、 異 な り 語 数 が 3 0 7、 九 つ の

サ ブ グ ラ フ が 認 め ら れ た（ 図 2 参 照 ）。「 A I」や「 可以 」、「 會 」、

「報告」、「作業」が頻繁、且つ中心的に表出していることから、

総 じ て A I ツ ー ル 使 用 が 日 本 語 学 習 に 役 立 つ 可 能 性 を 肯 定 的

に 受 け 止 め て い る 傾 向 が 見 ら れ る 。 頻 出 語 を 含 む サ ブ グ ラ フ

が 二 つ あ り 、 そ の 一 つ が 、 サ ブ グ ラフ 5 で 、「可以」（ 3 5 回 ）

や「 A I」（ 3 1 回 ）、「更」（ 1 3 回 ）、「好」（ 6 回）等 と 共 起 し 、A I

を 利 用 す る こ と で 情 報 収 集 や そ の 要 約 が 効 率 的 に で き 学 習 に

有 益 だ と い う 考 え を 表 し て い る 。  

•  A I 可 以 更 好 的 幫 我 整 理 資 料 。  

•  A I 可 以 在 短 時 間 內 自 動 搜 索 大 範 圍 的 資 料 並 且 統 整 成 簡 單 易 懂 的 內 容 。 

•  因 為 它 可 以 更 好 的 幫 我 統 整 出 我 需 要 的 內 容 。  

二つ目の特徴的なサブグラフ 8 は「報告」（ 1 5 回）と「作業」

（ 1 3 回 ） が共 起 し 、 レ ポ ー ト や 宿 題 に 直 接 的に A I を 利 用 す

る 意 志 が あ る こ と が 分 か る 。 特 に 、 一 年 生 と い う こ と で 、 日

本 語 の 知 識 ・ 能 力 不 足 を 補 っ た り 、 誤 用 を 修 正 し た り 、 文 法

に 関 す る 疑 問 に 答 え て も ら っ た り す る た め に A I を 利 用 しよ

う と い う 態 度 が 窺 え る 。  
•  在 語 言 能 力 不 足 時 ， 希 望 能 利 用 A I 輔 助 完 成 作 業 、 報 告 。  

•  因 為 可 以 利 用 A I 更 正 報 告 或 作 業 上 的 錯 誤 ， 讓 它 變 得 更 完 整 。  

•  如 果 在 報 告 、 講 稿 、 作 業 內 有 任 何 文 法 問 題 ， A I 可 以 幫 忙 修 正 。  
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サ ブ グ ラ フ 4 で は 、

「資訊」（ 5 回 ）、「網路

／找／想」（ 各 3 回 ）等

が 共 起 し 、 ネ ッ ト 上 で

探 し て い る 情 報 が 見 つ

か ら な い 時 に は 、 A I に

頼 る 傾 向 が あ る こ と を

示 し て い る。ま た 、A I 出

現 以 前 の よ う に 、 ネ ッ

ト 上 の 情 報 を 活 用 し 自

身 の 思 考 力 で 問 題 解 決

を 試 み る 、 A I に 過 度 に

依 存 し な い 慎 重 な 姿 勢

を 見 せ る 学 生 の 存 在 も

示 さ れ て い る 。  

 
•  如 果 在 網 路 上 找 不 到 想 要 的 資 訊 ， 才 會 想 用 A I 。  

•  一 些 網 路 上 找 不 到 的 東 西 就 可 以 問 A I。  

•  在 A I 出 現 之 前 ， 人 們 都 是 運 用 自 己 的 腦 力 來 完 成 一 些 任 務 ， 像 是 論

文、報 告 等 等 的，這 讓 我 十 分 敬 佩，我 想 學 以 前 的 人 們 一 樣 依 靠 腦 力

或 網 路 資 訊 來 解 決 一 些 事 情 。  

ま た、サ ブ グ ラ フ 2 で は 、「正確」（ 3 回）、「知識／查詢／語

句／老師」（ 各 2 回 ）、「但」（ 6 回 ） 等 が 共 起 し 、 A I を 利 用 す

る こ と に よ り 素 早 く 解 答 を 得 ら れ 、 そ こ か ら 正 し い 知 識 を 学

べ た り 、 情 報 検 索 だ け で は な く 正 し い 表 現 を 使 用 で き た り 、

発 想 の ヒ ン ト に も な り 得 る た め 、 便 利 な ツ ー ル だ と 認 識 し て

い る こ と が 分 か る 。そ の一 方 で 、学 生 の 中 に は A I の 回 答 の 中

に は 不 正 確 な も の が あ る た め 、 教 師 が 教 え て く れ る こ と を 基

準 と す べ き と い う 意 見 や 、A I 使 用 は カ ン ニ ン グ を し て い るの

と 大 差 が な い の で 抵 抗 感 が あ る が 、 教 師 の 許 可 が あ れ ば 使 用

す る と い っ た 、A I が 持 つ 負 の 側 面 を 気 に か け る 学 生 が い る こ

と も 明 ら か と な っ た 。  
•  使 用 A I 可 以 較 快 的 得 到 一 些 答 案 可 以 從 中 學 到 正 確 的 知 識 。  

•  可 以 查 詢 資 料 且 使 用 正 確 的 語 句 ， 也 可 從 A I 的 回 復 中 得 到 一 些 靈 感

上 的 啟 發 。  

•  有 時 候 A I 能 修 正 一 些 語 句 ， 讓 句 子 更 通 順 ， 但 也 是 難 免 會 有 文 法

錯 誤 ， 一 切 還 是 要 以 老 師 教 的 為 主 。  

•  因 為 感 覺 跟 作 弊 沒 兩 樣 ， 但 如 果 老 師 同 意 還 是 會 使 用 。  

最後に二年生の回答結果（図 3 参照）を見ていく。総抽出語

数は 7 8 3、異なり語数が 3 6 4、 11 のサブグラフが認められた。

他 学 年 と 比 較 し 、A I の 性 能 や 使 用 に 慎 重 な 態 度 を 持 っ て い る

こ と が 窺 え る 。 サ ブ グ ラフ 1 で は 、「覺得」（ 7 回 ）、「一定」、

「時間」、「答案」等 と 共 起 し て い る が 、「覺得」が 出 現 し て い

る 七 つ の 回 答 中 五 つ が A I そ の も の や 宿 題 ・ 課 題 に お け る A I

使 用 に 対 す る 否 定 的 意 見 で あ っ た 。 あ る 程 度 助 け に は な る と

 

図 2  一 年 生 の 項 目 1 4 に 対 す る 自 由 記

述 回 答 の 共 起 ネ ッ ト ワ ー ク 分 析 結 果  
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思 う と 回 答 し た 二 人 の 学 生 の 一 人 は 、 一 度 も 使 っ た こ と が な

い と 回 答 し て い る 。 本 研 究 協 力 者 の 中 で は 、 二 年 生 が 特 に 否

定 的 意 見 を 持 っ て い る こ と が 示 唆 さ れ て い る 。  
•  A I 給 的 回 答 時 常 答 非 所 問 ， 我 覺 得 很 難 使 用 。  

•  我 覺 得 會 比 較 偏 向 自 己 寫 出 來 ， 我 很 堅 持 原 創 性 。  

•  A I 有 時 候 顯 示 出 現 的 答 案 不 一 定 會 是 對 的 ， 所 以 我 覺 得 不 會 有 太 大

的 幫 助 。  

•  我 沒 有 使 用 過 A I，但 感 覺 就 是 跟 翻 譯 一 樣 方 便，只 要 丟 上 去，就 可 以

得 到 你 想 要 的 答 案 ， 所 以 我 覺 得 多 少 還 是 有 幫 助 。  

次 に 、 サ ブ グ ラ フ 2

で は 「報告」（ 6 回 ）、

「修正」（ 3 回 ）、「文法

／ 検 査 ／ 輔 助 」（ 各 2

回 ）、等 が 共 起 し 、A I 使

用 が 宿 題 や 課 題 完 成

の 助 け と な る と 認 識

し て い る こ と が 分 か

る 。  
•  可 以 從 上 面 去 獲 得 更

多 的 文 法 且 能 利 用 這 項 工

具 來 檢 查 或 修 正 。  

•  當 遇 到 難 題 時 可 以 利

用 A I 來 輔 助 自 己 更 順 利 的

完 成 作 業 或 是 報 告 。  

•  使 用 A I 輔 助 會 使 報

告 變 的 更 加 流 暢 完 善 。  

サ ブ グ ラ フ 3 で は

「認為」（ 4 回）を 中 心 と し て「利用」や「問題」等 が 共 起 し 、

「我認為」全 て で も 宿 題・課 題 へ の A I 利 用 に 対 し 否 定 的 考 え

が 述 べ ら れ て い た 。  
•  我 認 為 如 果 這 份 作 業 是 自 己 寫 的 ， 那 我 覺 得 可 以 利 用 A I 去 幫 忙 修 改

並 且 找 出 哪 裡 可 以 改 進 且 改 善 的 。  

•  我 認 為 A I 對 我 們 的 生 活 有 一 定 的 幫 助 ， 但 過 度 的 使 用 會 讓 我 們 很 難

獨 立 思 考 問 題 。  

•  我 認 為 作 業 和 報 告 應 該 多 採 用 自 己 的 想 法 去 完 成 。  

サブグラフ 4 では「比較」（ 5 回）、「寫」（ 4 回）、「作業」（ 3 回）、

「出來」（ 2 回 ）等 が 共 起 し 、宿 題 や 課 題 は 自 分 で し た り A I に

頼 り す ぎ な い 方 が い い と い う 批 判 的 傾 向 が 見 ら れ た 。こ れ は、

他 学 年 と 比 較 し て 非 常 に 特 徴 的 と 言 え る 。  
•  我 覺 得 會 比 較 偏 向 自 己 寫 出 來 ， 我 很 堅 持 原 創 性 。  

•  自 己 的 報 告 自 己 做 比 較 好 。  

•  或 許 作 業 有 時 趕 不 完 ， 但 自 己 寫 出 來 的 東 西 讓 我 覺 得 比 較 踏 實 。  

サ ブ グ ラ フ 9 で は 、「不」「知道」 が 五 回 共 起 し 、 そ の 全 て

が A I に つ い て 全 く 、或 いは 詳 し く 知 ら な い、あ ま り 使 っ た こ

と が な い と い う 回 答 で あ っ た 。 こ の よ う な サ ブ グ ラ フ が 他 学

年では認められなかったことから、最も特徴的回答だと言える。

 

図 3： 二 年 生 の 項 目 1 4 に 対 す る 自 由 記

述 回 答 の 共 起 ネ ッ ト ワ ー ク 分 析 結 果  
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A I に 関 す る 知 識・興 味 の 低 さ が 、A I 利 用 頻 度 や 宿 題・課 題 へ

の 利 用 意 志 の 低 さ に 影 響 し て い る こ と が 分 か る 。  
•  我 沒 有 常 使 用 ， 所 以 我 不 知 道 。  

•  我 完 全 不 知 道 那 在 幹 嘛 。  

•  第 一 次 使 用 ， 不 知 道 怎 麼 做 。  

こ れ ら「 1 4 .宿 題 や 課 題 を 終 わ ら せ る た め に 、A I を 利 用 し て

み た い と 思 う 理 由 は ？ 」 に 対 す る 自 由 記 述 回 答 の 共 起 ネ ッ ト

ワ ー ク 分 析 結 果 か ら も 、学 年 間 で の 明 確 な 違 い が 見 え て き た。

ま ず 、 三 年 生 で は 、 自 ら の 日 本 語 学 習 や 大 学 で の 勉 強 の 経 験

を 踏 ま え、A I 使 用 に 対 し て 慎 重、且 つ 批 判 的 な 態 度 を 持 っ て

い る こ と が 分 か る 。そ の上 で 、過 度 に 依 存 し た り A I か ら の 回

答 を そ の ま ま コ ピ ペ し た り す る と い っ た 無 責 任 な 使 用 方 法 で

な け れ ば 、A I を 使 う こ と に 何 ら 問 題 が な い と い う 強 い 肯 定的

態度を持ち合わせている。一年生は、日本語の知識・能力が不

足しているため、正確に日本語で 表現することが当然難しく、

さらに、自分の日本語のどこに間違いがあるのかも判断できな

いことがある。それを補うために、A I が有効だと考えていて、

宿題や課題のために直接的に A I を使用しようという意志が見

られた。また、効率的な情報収集ができ、正しい表現も学べ、

様 々 な 助 け と な る 便 利 な ツ ー ル と し て 認 識 し て い る こ と が 分

かる。他学年と比較して少数ではあるが、A I への過度の依存や、

不 正 確 な 情 報 、 カ ン ニ ン グ と 同 様 の 行 為 と 捉 え ら れ る と いっ

た否定的側面から、慎重な態度も確認された。最後の二年生 は、

他 学 年 と 比 較 し て 非 常 に 特 徴 的 な サ ブ グ ラ フ が 多 く 、 宿 題 や

課 題 は 自 分 で す る も の で あ り 、A I 使 用 に 対 し て 否 定 的 意 見 や

無 関 心 が 読 み 取 れ た 。 そ の た め 、 ほ と ん ど 使 用 し な い と い う

意 見 も 多 か っ た 。  

 

5 .  結 論 と 教 育 的 示 唆  

本 研 究 は 、 日 本 語 学 習 へ の A I 利 用 に 対 す る 認 識 を 学 習 者

の 視 点 か ら 探 る こ と を 研 究 課 題 に 掲 げ 、大 学 一 年 生 か ら 三 年
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生 ま で の 各 学 年 で 、ど の よ う な 認 識 の 差 異 が あ る の か を 調 査

し た 。そ の 結 果 か ら 、三 年 生 が 特 に A I 利 用 を 肯 定 的 に 受 け 捉

え て い て 、 宿 題 や 課 題 へ の 利 用 意 志 も 一 番 高 い こ と が 明 ら か

と な っ た 。 自 身 の 日 本 語 学 習 経 験 に 基 づ き A I の 適 切 な 利 用

方 法 を 考 え 、 そ の 範 囲 で の 責 任 あ る 利 用 で あ れ ば 学 習 に 悪 影

響 を 与 え ず 一 向 に 問 題 な い と い う 彼 ら の 自 信 を 持 っ た 考 え が

背 景 に あ る と 言 え る 。 次 に 肯 定 的 に 認 識 し て い た 一 年 生 は 、

大 学 で の 学 習 経 験 が 浅 く 日 本 語 能 力 レ ベ ル も 最 も 低 い 学 年 で

あ る た め 、 日 本 語 の 言 語 的 知 識 が 少 な く 、 言 い た い こ と を 日

本 語 で 十 分 に は 表 現 で き な い。そ の た め 、A I に 頼 ろ う と い う

姿 勢 が 見 ら れ る 。 ま た 、 見 聞 き す る 日 本 語 の 正 誤 を 自 身 で 判

断 で き な い た め 、A I が 日 本 語 の 全 て の 側 面 の 助 け に な る と 過

度 に 期 待 す る 傾 向 も 確 認 さ れ た 。 二 年 生 に 関 し て は 、 三 学 年

の 中 で 日 本 語 に 対 す る 興 味 が 最 低 で 、 日 本 語 学 習 へ の A I 利

用 に 対 し て 否 定 的 意 見 が 多 か っ た こ と か ら 、A I 利 用 頻 度 や利

用 意 志 が 最 も 低 か っ た 。全 学 年 で 共 通 し て い る こ と は 、A I が

提 示 す る 回 答 を 鵜 呑 み に せ ず 自 身 で 情 報 の 正 確 性 を 確 認 し 、

A I に 過 度 に 依 存 す る こ と な く 宿 題 や 課 題 は 最 終 的 に は 自 身

の 手 で 終 え る べ き だ と い う 考 え 方 で あ る 。  

以 上 の 本 研 究 結 果 か ら 、A I 利 用 に 関 す る 教 育 的 示 唆 と し て 、

ま ず 、学年 に 応 じ た A I リ テ ラ シ ー 教 育 が 必 要 で あ る 。学 年に

よ っ て A I ツ ー ル 利 用 に 対 す る 認 識 や 態 度 が 大 き く 異 な る こ

と が 明 ら か と な り 、A I の 導 入 に あ た っ て は、学 年 や 日 本 語 能

力 別 に 段 階 的 な A I リ テ ラ シ ー 教 育 を 行 う 必 要 が あ る 。 特 に

一 年 生 に は 、A I を ど の よ う に 利 用 す れ ば 日 本 語 学 習 の ど の側

面 を 支 援 で き る の か 、また 、A I の 利 便 性 と 限 界 や リ ス ク につ

い て も 指 導 し 、 過 信 を 防 ぐ こ と が 求 め ら れ る 。  

次に、 A I の「適切な利用」の指導 が必要だろう。三年生は

自身の学習経験から比較的 A I の適切な使い方を理解して いて、
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学習補助として適切な活用方法を理解しているようだ。一方で、

一 年 生 や 二 年 生 で は そ の 判 断 力 が 十 分 で は な い 可 能 性 が あ る

た め 、自 律 的 に A I を 活 用 す る た め の 指 針 や A I の 回 答 を 自 身

で 分 析 し 、 可 能 な 範 囲 で 自 分 の 言 葉 に 置 き 換 え る こ と の 重 要

性 を 授 業 内 で 明 確 に 伝 え る べ き で あ る 。  

最 後 に 、A I 依 存 を 防 ぐ バ ラ ン ス 感 覚 の 育 成 が 不 可 欠 で あ る 。

三 学 年 共 通 で 、A I に 過 度 に 依 存 す べ き で は な い と い う 認 識 が

見 ら れ た 。こ の 傾 向 は 教 育 上 好 ま し い も の で 、「 A I は あ く ま

で も 補 助 ツ ー ル で あ っ て 、 学 習 の 主 体 は あ く ま で も 自 分 自 身

で あ る 」 と い う 姿 勢 を 持 続 す る こ と が 大 切 で あ る 。 前 述 の 適

切 な 利 用 と も 関 係 す る が 、 例 え ば 、 授 業 外 の イ ン フ ォ ー マ ル

デ ジ タ ル 環 境 で A I を 用 い て 下 準 備 し た 作 文 や 発 表 原 稿 を 、

教 師 の 助 け が 即 時 受 け ら れ る 授 業 内 で 書 き 直 す こ と で 、A I に

過 度 に 依 存 せ ず 補 助 と し て 利 用 し 質 の 高 い ア ウ ト プ ッ ト が 可

能 に な る こ と を 体 験 さ せ る 学 習 活 動 が で き る 。 こ の よ う な 指

導 を 通 し、A I を 有 効 な 学 習 補 助 ツ ー ル と し て、学 習 へ の 動 機

付 け に 活 用 す る こ と も 可 能 だ ろ う 。  

堀 越（ 2 0 2 3）は A I が 今 後 の 語 学 教 育 へ 大 き な 影 響 を 与 え る

と 予 測 し て い る。ま た 、A I は い ま だ 急 速 な 進 化 を 見 せ て い て 、

A I は 与 え ら れ た タ ス ク を 表 面 的 に 正 確 に 遂 行 す る だ け で は

な く 、 あ る 部 分 に お い て は 人 間 の よ う な 推 論 と 言 語 生 成 を 行

え る よ う に な っ て き て い る （ 李 ・ 長 谷 部 , 2 0 2 5） た め 、 過度

の 依 存 や 自 身 の 学 習 を 無 視 し て 、 宿 題 ・ 課 題 を 短 時 間 で 終 わ

ら せ る た め だ け の 利 用 が 更 に 大 き な 懸 念 と な る 可 能 性 が あ る 。

そ の た め、教 師 は 日 本 語 の 授 業 活 動 を 通 し、A I の 長 所 だ け で

は な く 短 所 も 、 そ し て 、 学 生 自 身 で 内 容 を 確 認 す る 重 要 性 を

訴 え 続 け る 必 要 が あ る 。 更 に 、 学 習 者 の 特 性 に 応 じ た 柔 軟 か

つ 効 果 的 な 指 導 方 法 を 探 求 す べ き で あ る  



84 

 

本 研 究 で は 、日 本 語 学 習 へ の A I 利 用 に つ い て 学 習 者 視 点 か

ら 認 識 を 調 査 し た が 、今後 の 研 究 で は 、学習 者 の 実 際 の A I 利

用 状 況 を 学 年 別 に 詳 細 に 調 査 し ど の よ う に 学 習 に 繋 が っ て い

る の か 研 究 す る 必 要 が あ る。ま た 、A I を 授 業 や カ リ キ ュ ラ ム

の 中 で い つ ど の よ う に 利 用 す る の か 、 様 々 な 実 践 を 通 し て 、

よ り 効 果 的 利 用 方 法 を 探 っ て い く 必 要 も あ る 。A I か ら 得 ら れ

た 情 報 を 批 判 的 に 分 析 す る 能 力 の 育 成 や 、A I 時 代 に お け る日

本 語 教 師 の 役 割 、学 習 者 の 視 点 か ら の 日 本 語 教 師 像 、そ し て 、

長 期 的 A I 利 用 が 学 習 者 に 与 え る 影 響 等 も 、 非 常 に 興 味 深 い

知 見 を も た ら す だ ろ う 。  

 

＜ 付 記 ＞  

拙 稿 は 、 2 0 2 5 年 4 月 1 2 日 に 淡 江 大 学 で 開 催 の 2 0 2 5 年 第 8

回 A I と 日 本 語 教 育 国 際 学 術 シ ン ポ ジ ウ ム で の 口 頭 発 表 に デ

ー タ を 追 加 し 大 幅 に 加 筆 ・ 修 正 を 行 っ た も の で あ る 。  
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